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は
じ
め
に

　
最
近
は
毎
年
の
よ
う
に
国
内
の
ど
こ
か
で
古
代
エ
ジ
プ
ト
展
が
開

催
さ
れ
て
い
る
が
、
中
で
も
死
者
の
書
を
記
し
た
パ
ピ
ル
ス
は
人
気

が
あ
る
。
オ
シ
リ
ス
神
の
前
で
死
者
の
心
臓
が
天
秤
に
か
け
ら
れ
る

場
面
は
死
者
の
書
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
死
者
が
罪
深
い
人

間
で
あ
れ
ば
、
心
臓
は
重
た
く
、
軽
い
マ
ア
ト（

1
）の

羽
根
と
釣
り
合
わ

な
い
。
そ
の
と
き
は
、
頭
部
が
ワ
ニ
、
前
半
身
が
ラ
イ
オ
ン
、
後
ろ

半
身
が
カ
バ
と
い
う
姿
の
怪
物
ア
ム
ム
ー
ト
（am

 m
wt

「
死
者
を

む
さ
ぼ
り
食
う
者
」
の
意
）
に
死
者
は
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
来
世

で
の
復
活
の
機
会
を
失
う
の
で
あ
る
。

　
死
者
の
心
臓
が
天
秤
に
か
け
ら
れ
る
前
に
行
わ
れ
る
の
が
否
定
告

白
で
あ
る
。
こ
の
と
き
死
者
は
四
十
二
人
の
判
事
で
あ
る
各
々
の
神

に
自
分
は
ど
ん
な
罪
を
犯
さ
な
か
っ
た
か
を
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。

　
少
し
長
く
な
る
が
、
ア
ニ
の
死
者
の
書（

2
）の

例
を
引
用
し
よ
う
。

　
　
一
、
私
は
悪
事
を
行
わ
な
か
っ
た
。

　
　
二
、
私
は
奪
わ
な
か
っ
た
。

　
　
三
、
私
は
盗
ま
な
か
っ
た
。

　
　
四
、
私
は
人
々
を
殺
さ
な
か
っ
た
。

　
　
五
、
私
は
必
要
な
も
の
を
傷
つ
け
な
か
っ
た
。

　
　
六
、
私
は
（
数
量
を
）
減
ら
さ
な
か
っ
た
。

　
　
七
、
私
は
神
の
財
産
を
奪
わ
な
か
っ
た
。

　
　
八
、
私
は
嘘
を
つ
か
な
か
っ
た
。

　
　
九
、
私
は
食
べ
物
を
盗
ま
な
か
っ
た
。

　
　
十
、
私
は
不
機
嫌
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
十
一
、
私
は
姦
通
者
と
性
交
し
な
か
っ
た
。

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
勅
令
に
見
る
罪
の
重
さ
に
対
す
る
意
識

　
　
　
　
　

西
　 

村
　
　
洋
　 

子
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十
二
、
私
は
（
誰
も
）
泣
か
さ
な
か
っ
た
。

　
　
十
三
、
私
は
知
ら
な
い
振
り
を
し
な
か
っ
た
。

　
　
十
四
、
私
は
不
法
行
為
を
し
な
か
っ
た
。

　
　
十
五
、
私
は
（
穀
物
の
）
不
当
利
得
を
し
な
か
っ
た
。

　
　
十
六
、
私
は
き
ち
ん
と
分
筆
さ
れ
た
土
地
を
奪
わ
な
か
っ
た
。

　
　
十
七
、
私
は
議
論
し
な
か
っ
た
。

　
　
十
八
、
私
は
訴
訟
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
。

　
　
十
九
、
私
は
財
産
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
異
論
を
唱
え
な
か
っ

た
。

　
　
二
十
、
私
は
人
妻
と
性
交
し
な
か
っ
た
。

　
　
二
十
一
、
私
は
人
妻
と
性
交
し
な
か
っ
た
。

　
　
二
十
二
、
私
は
淫
ら
で
な
か
っ
た
。

　
　
二
十
三
、
私
は
恐
怖
に
陥
れ
な
か
っ
た
。

　
　
二
十
四
、
私
は
不
法
行
為
を
し
な
か
っ
た
。

　
　
二
十
五
、
私
は
激
し
や
す
く
な
か
っ
た
。

　
　
二
十
六
、
私
は
マ
ア
ト
の
言
葉
に
聞
こ
え
な
い
振
り
を
し
な

か
っ
た
。

　
　
二
十
七
、
私
は
罵
ら
な
か
っ
た
。

　
　
二
十
八
、
私
は
乱
暴
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
二
十
九
、
私
は
秩
序
を
混
乱
さ
せ
な
か
っ
た
。

　
　
三
十
、
私
は
せ
っ
か
ち
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
三
十
一
、
私
は
聞
き
耳
を
立
て
な
か
っ
た
。

　
　
三
十
二
、
私
は
諸
事
に
関
し
て
多
弁
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
三
十
三
、
私
は
不
正
を
し
な
か
っ
た
。
私
は
悪
事
を
働
か
な

か
っ
た
。

　
　
三
十
四
、
私
は
王
と
口
論
し
な
か
っ
た
。

　
　
三
十
五
、
私
は
水
の
中
を
歩
い
て
渡
ら
な
か
っ
た
。

　
　
三
十
六
、
私
の
声
は
大
き
く
な
か
っ
た
。

　
　
三
十
七
、
私
は
神
を
罵
ら
な
か
っ
た
。

　
　
三
十
八
、
私
は
〈
　
　
〉
し
な
か
っ
た
。

　
　
三
十
九
、
私
は
神
々
の
供
物
の
パ
ン
を
傷
つ
け
な
か
っ
た
。

　
　
四
十
、
私
は
霊（

3
）か

ら
ヘ
ネ
フ
・
ケ
ー
キ
を
盗
ま
な
か
っ
た
。

　
　
四
十
一
、
私
は
若
者
か
ら
ヘ
フ
ヌ
・
ケ
ー
キ
を
盗
ま
な
か
っ
た
。

私
は
私
の
町
の
神
を
拘
束
し
な
か
っ
た
。

　
　
四
十
二
、
私
は
神
聖
な
牛
を
殺
さ
な
か
っ
た
。

告
白
内
容
が
一
部
重
複
し
て
い
る
が
、
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
死
者

の
否
定
告
白
が
本
当
か
ど
う
か
確
か
め
る
た
め
に
、
死
者
の
心
臓
が

天
秤
に
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
告
白
内
容
の
う
ち
い
く
つ
か
は
多
く
の
教
訓
文
学
で
し

ば
し
ば
戒
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
記
二
十
六
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は
『
雄
弁
な
オ
ア
シ
ス
の
住
民
の
物
語（

4
）』

で
王
領
地
総
監
督
の
レ
ン

シ
に
求
め
ら
れ
た
態
度
で
あ
る
。
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ナ
ト
ル
ー
ン
の
住

民
フ
ー
エ
ヌ
ア
ン
プ
ー
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
食
料
と
交
換
す
る
た
め
の

物
資
を
運
び
な
が
ら
、
王
都
ヘ
ラ
ク
レ
オ
ポ
リ
ス
の
近
く
ま
で
や
っ

て
来
た
と
こ
ろ
で
、
ネ
ム
テ
ィ
ー
ネ
ヘ
ト
と
い
う
人
物
に
す
べ
て
の

持
ち
物
を
奪
わ
れ
た
。
そ
こ
で
ネ
ム
テ
ィ
ー
ネ
ヘ
ト
の
主
人
で
あ

り
、
王
領
地
総
監
督
で
あ
る
レ
ン
シ
に
こ
の
不
正
が
た
だ
さ
れ
る
よ

う
に
九
回
訴
え
に
行
く
。
レ
ン
シ
は
フ
ー
エ
ヌ
ア
ン
プ
ー
の
す
べ
て

の
訴
え
を
記
録
さ
せ
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
王
に
報
告
し
、
最

後
に
正
し
い
判
決
を
下
す
。
た
だ
し
、
肝
心
の
判
決
部
分
は
欠
損
部

分
や
判
読
困
難
な
部
分
が
多
く
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
判
決
が
下

さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
屋
形
禎
亮
氏
は
、
ネ
ム
テ
ィ
ー
ネ
ヘ

ト
自
身
は
フ
ー
エ
ヌ
ア
ン
プ
ー
の
奴
隷
と
し
て
引
き
渡
さ
れ
、
ネ
ム

テ
ィ
ー
ネ
ヘ
ト
の
全
財
産
も
フ
ー
エ
ヌ
ア
ン
プ
ー
に
与
え
ら
れ
た
、

と
推
測
し
て
い
る（

5
）。

し
か
し
、
も
し
レ
ン
シ
が
フ
ー
エ
ヌ
ア
ン
プ
ー

の
訴
え
を
無
視
し
続
け
た
ら
、
レ
ン
シ
は
ど
の
よ
う
な
罰
を
受
け
た

の
だ
ろ
う
か
。

　
他
方
、
法
律
上
問
題
と
な
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
、
第
十
七

王
朝
初
代
ネ
ブ
ー
へ
ペ
ル
ラ
ー
・
イ
ン
テ
フ
五
世
は
次
の
よ
う
な

勅
令（

6
）を

発
布
し
た
。
ミ
ン
ヘ
テ
プ
の
息
子
テ
テ
ィ
が
コ
プ
ト
ス
の
ミ

ン
神
殿
の
財
産
を
盗
ん
だ
の
で
、
彼
は
官
職
を
奪
わ
れ
、
彼
の
家
族

も
子
孫
も
彼
の
官
職
に
就
く
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。 

彼
の
官
職
は

王
の
印
章
保
管
者
か
つ
コ
プ
ト
ス
市
長
の
ミ
ン
エ
ム
ハ
ト
に
与
え
ら

れ
た
。
彼
に
報
酬
と
し
て
支
給
さ
れ
る
食
料
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
同

様
に
ミ
ン
エ
ム
ハ
ト
に
与
え
ら
れ
た
。
彼
の
名
前
は
神
殿
の
公
文
書

か
ら
抹
消
さ
れ
た
。
彼
に
慈
悲
を
与
え
ん
と
す
る
い
か
な
る
王
も
権

力
者
も
お
ら
ず
、
二
女
神
（
エ
ジ
プ
ト
を
守
護
す
る
ワ
ジ
ェ
ト
女
神

と
ネ
ク
ベ
ト
女
神
）も
彼
に
慈
悲
を
与
え
な
い
だ
ろ
う
と
呪
わ
れ
た
。

ま
た
、
彼
に
慈
悲
を
与
え
る
よ
う
に
王
に
働
き
か
け
る
い
か
な
る
軍

司
令
官
も
市
長
も
財
産
を
没
収
さ
れ
、
コ
プ
ト
ス
の
ミ
ン
神
殿
に
譲

渡
さ
れ
る
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
上
記
七
に
反
し
た
者
に
下
さ
れ

た
刑
罰
の
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
否
定
告
白
の
中
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
実
刑
を
伴
う
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
も
日
常
様
々
な
犯
罪
が
発
生
し
、
訴
訟
と
裁
判

が
行
わ
れ
、
有
罪
と
認
め
ら
れ
た
者
は
処
罰
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ

で
は
、
そ
れ
ら
の
犯
罪
の
中
で
ど
ん
な
罪
が
重
く
、
ど
ん
な
罪
が
軽

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
罪
の
軽
重
に

対
す
る
意
識
は
実
際
に
下
さ
れ
た
刑
罰
の
程
度
か
ら
判
断
で
き
る
だ

ろ
う
。
本
稿
で
は
勅
令
を
通
し
て
考
察
す
る
。
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第
一
章
　
キ
ッ
チ
ン
氏
の
ラ
ン
ク
付
け
の
検
証

　
ナ
ウ
リ
勅
令（

7
）は

、
第
十
九
王
朝
セ
テ
ィ
一
世
の
治
世
四
年
（
紀
元

前
一
二
九
〇
年
頃
）
に
、
ア
ビ
ュ
ド
ス
に
設
立
さ
れ
た
葬
祭
神
殿
の

神
殿
領
と
そ
れ
に
所
属
す
る
人
々
を
、
特
に
ヌ
ビ
ア
行
政
か
ら
保
護

す
る
た
め
に
発
布
さ
れ
た
勅
令
で
あ
る
。
勅
令
は
ヌ
ビ
ア
の
第
三
カ

タ
ラ
ク
ト
の
北
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ナ
ウ
リ
の
丘
の
岩
面
に
彫

ら
れ
て
い
る
。
勅
令
が
彫
ら
れ
た
石
碑
は
高
さ
二
・
八
〇
メ
ー
ト
ル

×
幅
一
・
五
六
メ
ー
ト
ル
で
、
碑
文
は
横
書
き
で
五
十
九
行
彫
ら
れ

た
が
、
碑
文
が
あ
ま
り
に
も
長
過
ぎ
た
の
で
、
さ
ら
に
左
側
の
岩
面

を
削
っ
て
、百
十
四
行
目
に
お
い
て
最
大
幅
六
十
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
と
な
る
部
分
に
六
十
行
目
〜
百
二
十
八
行
目
が
彫
ら
れ
た
。
碑

文
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
割
れ
目
や
傷
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
完
全
に

残
っ
て
い
る
。
左
側
の
追
加
部
分
は
九
十
六
〜
百
十
行
目
の
右
三
分

の
二
の
部
分
に
砂
に
よ
る
摩
滅
が
見
ら
れ
る
。

　
キ
ッ
チ
ン
氏
は
、セ
テ
ィ
一
世
の
ナ
ウ
リ
勅
令
に
関
す
る
注
釈
で
、

様
々
な
法
律
違
反
に
規
定
さ
れ
た
刑
罰
の
重
さ
に
つ
い
て
、
ま
だ
修

正
が
必
要
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
次
の
よ
う
に
ラ
ン
ク
付
け
を
試

み
た（

8
）。

一
、
死
　
刑

　
　
神
殿
の
家
畜
を
売
っ
た
り
、
他
の
神
に
捧
げ
た
場
合
。
勅
令
の

違
反
者
の
家
族
は
奴
隷
身
分
へ
の
転
落
。

二
、
身
体
の
一
部
切
断
か
つ
奴
隷
身
分
へ
の
転
落

　
　
土
地
の
境
界
を
移
動
さ
せ
た
り
、
家
畜
を
盗
ん
だ
場
合
。

三
、
奴
隷
身
分
へ
の
転
落
か
つ
百
叩
き
の
刑

　
　
神
殿
職
員
に
関
わ
る
事
例
で
裁
判
官
が
職
務
を
遂
行
し
な
か
っ

た
場
合
。

四
、
二
百
叩
き
の
刑
か
つ
失
わ
れ
た
労
働
の
百
倍
の
返
還

　
　
牧
夫
を
連
れ
去
っ
た
場
合
。

　
　
二
百
叩
き
の
刑
と
五
つ
の
傷
と
失
わ
れ
た
労
働
相
当
の
返
還

　
　
船
を
持
ち
去
っ
た
場
合
。

五
、
百
叩
き
の
刑
と
失
わ
れ
た
物
の
百
倍
あ
る
い
は
八
十
倍
の
返
還

　
　
物
品
や
積
荷
の
窃
盗
の
場
合
。

　
　〈
百
叩
き
の
刑
？
〉
と
返
還

　
　
船
や
乗
組
員
た
ち
を
連
れ
去
っ
た
場
合
。

六
、
失
わ
れ
た
物
品
の
返
還

　
　
神
殿
職
員
に
対
す
る
私
的
犯
罪
。

七
、
勅
令
の
違
反
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
オ
シ
リ
ス
神
の
呪
い

　
　
神
殿
職
員
が
他
人
に
対
し
て
行
っ
た
犯
罪
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そ
れ
で
は
、
キ
ッ
チ
ン
氏
の
ラ
ン
ク
付
け
に
つ
い
て
考
察
し
て
み

よ
う
。

　
ま
ず
一
の
死
刑
に
つ
い
て
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
死
刑
に
は
串
刺

し
の
刑
、
溺
れ
死
の
刑
、
ラ
イ
オ
ン
や
ワ
ニ
に
食
べ
さ
せ
る
刑
が

あ
る（

9
）が

、
ナ
ウ
リ
勅
令
で
は
死
刑
は
先
端
を
尖
ら
せ
た
木
の
棒
の
上

に
犯
罪
者
を
突
き
刺
す
串
刺
し
の
刑
で
あ
る
。
串
刺
し
の
刑
が
適
用

さ
れ
る
事
例
は
二
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
の
対
象
者
は
葬
祭
神

殿
所
属
の
家
畜
を
他
人
に
売
っ
た
り
、
オ
シ
リ
ス
神
以
外
の
神
に
捧

げ
る
牛
の
長
官
、
ロ
バ
の
長
官
、
牧
夫
た
ち
で
あ
る（

10
）。

古
代
エ
ジ
プ

ト
で
は
通
常
死
刑
は
王
の
命
を
狙
っ
た
り
、
王
や
神
々
の
財
産
を
奪

う
者
に
適
用
さ
れ
る
刑
罰
な
の
で
、
葬
祭
神
殿
の
家
畜
が
神
の
財
産

の
中
で
も
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら

に
売
ら
れ
た
家
畜
が
没
収
さ
れ
、
そ
の
百
倍
の
価
値
の
賠
償
と
、
妻

子
と
全
財
産
の
葬
祭
神
殿
へ
の
譲
渡
を
伴
う
。
こ
の
よ
う
に
、
古
代

エ
ジ
プ
ト
で
は
い
く
つ
か
の
刑
罰
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
刑
罰
の
重
さ
を
自
由

に
加
減
す
る
こ
と
が
出
来
た
だ
ろ
う
。
売
ら
れ
た
家
畜
の
百
倍
の
価

値
の
賠
償
と
い
う
点
も
家
畜
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
残
さ
れ

た
妻
子
も
罰
を
受
け
、
葬
祭
神
殿
の
非
自
由
人
す
な
わ
ち
奴
隷
と
な

る
。

　
も
う
一
方
は
、
欠
損
部
分
が
多
い
の
で
、
文
脈
を
は
っ
き
り
と
つ

か
め
な
い
が
、
葬
祭
神
殿
に
所
属
す
る
人
に
訴
え
ら
れ
た
官
吏
た
ち

が
地
方
法
廷
（qnbt n niwt

）
で
裁
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
王
が
判

断
し
た
時
は
、
勅
令
の
違
反
者
が
串
刺
し
の
刑
に
さ
れ
な
い
よ
う
に

命
じ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い（

11
）。

お
そ
ら
く
官
位
の
低
い
官
吏
た
ち
は

地
方
法
廷
で
裁
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
二
の
身
体
の
一
部
切
断
か
つ
奴
隷
身
分
へ
の
転
落
に
つ
い
て
。
身

体
の
一
部
切
断
は
通
常
鼻
か
両
耳
の
切
断
で
あ
る
。
両
手
、
舌
、
睾

丸
が
切
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る（

9
）。

ナ
ウ
リ
勅
令
で
は
鼻
と
両
耳
の
両

方
が
切
断
さ
れ
る
事
例
が
二
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
は
葬
祭
神

殿
所
有
の
耕
地
の
境
界
石
を
移
動
さ
せ
た
高
官
、
耕
地
の
長
官
、
耕

作
用
の
牛
の
飼
育
者
（
？
）、
代
官
が
そ
の
対
象
で
あ
る
。
勅
令
の

違
反
者
は
鼻
と
両
耳
を
切
断
さ
れ
た
後
、
葬
祭
神
殿
の
小
作
人
の
身

分
に
転
落
さ
せ
ら
れ
る（

12
）。

境
界
石
の
移
動
は
、
現
代
日
本
で
も
隣
接

地
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
元
で
あ
り
、
も
し
移
動
さ
せ
て
境
界
を
わ
か
ら

な
く
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
刑
法
二
百
六
十
二
条
の
二
の
境
界
損

壊
罪
に
相
当
す
る
。
犯
罪
者
に
は
五
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
五
十
万

円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
古
代
エ
ジ

プ
ト
で
は
、
死
に
値
し
な
い
け
れ
ど
も
、
重
罪
と
考
え
ら
れ
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
。
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小
作
人
（aH

wty （
13
）） .

は
王
領
地
や
神
殿
領
な
ど
に
配
置
さ
れ
、
各

自
に
割
り
当
て
ら
れ
た
土
地
区
画
で
農
作
業
を
し
、
定
め
ら
れ
た
量

の
農
作
物
を
収
穫
税
と
し
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
古
代

エ
ジ
プ
ト
の
住
民
の
大
半
が
小
作
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
農
奴（

14
）と

も

呼
ば
れ
る
。
し
か
し
、小
作
人
は
土
地
を
所
有
す
る
自
由
人
で
あ
り
、

奴
隷
で
は
な
い
。
小
作
人
は
農
作
業
の
た
め
に
奴
隷
を
使
用
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
古
王
国
以
来
職
務
上
犯
罪
を
犯
し
た
官
吏
は
小
作
人

の
身
分
に
転
落
さ
せ
ら
れ
る
の
が
常
だ
っ
た
。
キ
ッ
チ
ン
氏
は
奴
隷

身
分
へ
の
転
落
（enslavem

ent

）
と
述
べ
て
い
る
が
、
正
確
に
は

農
作
業
を
し
な
く
て
も
よ
い
身
分
か
ら
農
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
身
分
へ
の
転
落
と
言
え
よ
う
。

　
ナ
ウ
リ
勅
令
で
鼻
と
両
耳
の
両
方
が
切
断
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
事

例
は
、
葬
祭
神
殿
の
家
畜
を
連
れ
去
る
と
こ
ろ
を
目
撃
さ
れ
た
者
が

対
象
で
あ
る
。
勅
令
の
違
反
者
は
鼻
と
両
耳
を
切
断
さ
れ
た
後
、
葬

祭
神
殿
の
小
作
人
の
身
分
に
転
落
さ
せ
ら
れ
る
。
妻
子
は
神
殿
領
の

監
督
官
個
人
の
農
奴
（nD

t

）
と
さ
れ
る（

15
）。

妻
子
が
葬
祭
神
殿
の
農

奴
で
は
な
く
、
神
殿
領
の
監
督
官
個
人
の
農
奴
に
さ
れ
る
点
が
、
勅

令
の
違
反
者
本
人
に
対
す
る
刑
罰
よ
り
も
軽
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

　
三
の
奴
隷
身
分
へ
の
転
落
か
つ
百
叩
き
の
刑
に
つ
い
て
。
ナ
ウ
リ

勅
令
で
は
、
地
方
法
廷
の
裁
判
官
が
葬
祭
神
殿
に
所
属
す
る
人
の
訴

え
を
無
視
し
て
、
裁
判
を
行
お
う
と
し
な
い
時
、
裁
判
官
は
百
叩
き

の
刑
に
処
さ
れ
た
後
、
免
職
さ
れ
て
、
葬
祭
神
殿
の
小
作
人
の
身
分

に
転
落
さ
せ
ら
れ
る（

16
）。

勅
令
の
違
反
者
を
叩
く
に
は
、
鞭
で
は
な
く

木
の
棒
が
使
わ
れ
る
。
通
常
背
中
を
百
回
叩
か
れ
る
が
、
罪
が
重
い

と
二
百
回
叩
か
れ
た
。
叩
か
れ
る
回
数
が
多
い
と
背
中
に
み
み
ず
腫

れ
だ
け
で
は
な
く
、裂
傷
が
で
き
る
。こ
の
刑
は
ど
ん
な
高
官
で
あ
っ

て
も
免
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
身
体
の
一
部
切
断
は
永
久
的
な
体

罰
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
百
叩
き
は
一
時
的
な
体
罰
な
の
で
、
よ
り
軽

い
刑
罰
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
四
の
二
百
叩
き
の
刑
か
つ
失
わ
れ
た
労
働
の
百
倍
の
返
還
に
つ
い

て
。
官
吏
が
労
働
の
損
失
に
至
る
よ
う
な
職
務
執
行
妨
害
を
行
っ
た

時
は
、
そ
の
官
吏
に
強
制
労
働
が
課
せ
ら
れ
た
。
キ
ッ
チ
ン
氏
は
牧

夫
を
連
れ
去
っ
た
場
合
に
こ
の
刑
罰
が
適
用
さ
れ
た
と
し
て
い
る

が
、
ナ
ウ
リ
勅
令
に
牧
夫
を
連
れ
去
っ
た
場
合
に
関
す
る
記
述
は
次

の
個
所
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ナ
ウ
リ
勅
令
で
は
別
の

仕
事
を
さ
せ
る
た
め
に
葬
祭
神
殿
の
牧
夫
を
連
れ
去
り
、
そ
の
間
に

牧
夫
が
飼
育
し
て
い
る
家
畜
の
う
ち
何
頭
か
が
い
な
く
な
っ
て
い
る

場
合
、
牧
夫
を
連
れ
去
っ
た
官
吏
か
ら
葬
祭
神
殿
の
家
畜
が
没
収
さ

れ
、
百
倍
の
賠
償
を
課
せ
ら
れ
て
、
官
吏
は
二
百
回
叩
か
れ
る
、
と
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規
定
さ
れ
て
い
る（

17
）。

し
か
し
、
こ
こ
で
い
う
百
倍
の
賠
償
は
失
わ
れ

た
労
働
に
対
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
テ
ク
ス
ト
に
は
労
働
の
成
果

（bA
kw

）
と
い
う
単
語
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
家
畜
（tp 

n iA
wt

）
と
い
う
語
句
が
見
ら
れ
る
の
で
、
四
は
二
百
叩
き
の
刑
か

つ
失
わ
れ
た
家
畜
の
百
倍
の
返
還
と
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。た
だ
し
、

家
畜
の
百
倍
の
価
値
に
相
当
す
る
賠
償
を
私
有
財
産
の
中
か
ら
支
払

う
の
は
困
難
な
の
で
、
強
制
労
働
で
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
こ
こ
で
も
家
畜
を
連
れ
去
る
こ
と
は
物
品
を
盗
む
こ
と
よ

り
も
重
い
罪
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
労
働
の
成
果（

18
）は

国
の
歳
入
の
中
で
最
も
重
要
な
租
税
で
、
エ
ジ
プ

ト
の
全
住
民
が
国
や
神
殿
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
支

払
い
の
割
合
は
あ
ら
か
じ
め
官
吏
に
よ
っ
て
査
定
さ
れ
て
お
り
、
支

払
い
は
職
種
に
よ
っ
て
労
役
や
生
産
物
な
ど
様
々
な
形
で
行
わ
れ

た
。
支
払
い
の
代
わ
り
に
全
住
民
は
制
限
さ
れ
た
自
由
を
享
受
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

　
ナ
ウ
リ
勅
令
に
は
二
百
叩
き
の
刑
と
強
制
労
働
を
組
み
合
わ
せ
た

刑
罰
の
事
例
が
も
う
一
つ
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
対
象
者
は
葬
祭
神
殿

の
船
あ
る
い
は
神
殿
領
の
代
官
の
船
を
引
き
留
め
て
奪
う
ヌ
ビ
ア
総

督
、
部
隊
長
、
市
長
、
代
官
、
高
官
、
ヌ
ビ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
官
吏

で
あ
る
。
彼
ら
は
二
百
回
叩
か
れ
、
五
つ
の
裂
傷
を
負
わ
さ
れ
、
船

が
奪
わ
れ
て
い
た
日
数
分
の
船
の
労
働
の
成
果
を
賠
償
さ
せ
ら
れ
た

上
に
、葬
祭
神
殿
の
非
自
由
人
す
な
わ
ち
奴
隷
に
転
落
さ
せ
ら
れ
る（

19
）。

し
か
し
、
同
じ
二
百
叩
き
で
も
裂
傷
を
負
わ
さ
れ
る
場
合
と
そ
う
で

な
い
場
合
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
違
い
は
何
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。

単
に
古
代
の
書
記
あ
る
い
は
彫
刻
師
が
前
述
の
例
で
五
つ
の
裂
傷
を

書
き
（
彫
り
）
忘
れ
た
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。
船
の
労
働
の
成
果
は

一
日
分
に
つ
き
ど
れ
く
ら
い
の
労
働
と
み
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
キ
ッ
チ
ン
氏
は
例
に
挙
げ
て
い
な
い
が
、
同
じ
刑
罰
を
下
さ
れ
る

も
う
一
つ
の
事
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
葬
祭
神
殿
に
所
属
す
る
人

と
そ
の
人
の
妻
や
召
使
い
た
ち
を
連
れ
去
る
者
は
二
百
回
叩
か
れ
、

五
つ
の
裂
傷
を
負
わ
さ
れ
、
彼
ら
が
連
れ
去
ら
れ
て
い
た
日
数
分
の

労
働
の
成
果
を
賠
償
さ
せ
ら
れ
た
上
に
、
葬
祭
神
殿
の
非
自
由
人
す

な
わ
ち
奴
隷
に
転
落
さ
せ
ら
れ
る（

20
）。

こ
こ
で
対
象
者
が
ヌ
ビ
ア
総

督
、
部
隊
長
、
市
長
、
代
官
の
グ
ル
ー
プ
と
御
者
、
厩
舎
長
、
王
宮

か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
吏
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ

だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
船
を
奪
っ
た
場
合
と
葬
祭
神
殿
に
所

属
す
る
人
々
を
連
れ
去
っ
た
場
合
は
同
等
の
刑
罰
が
下
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
五
の
百
叩
き
の
刑
と
失
わ
れ
た
物
の
百
倍
あ
る
い
は
八
十
倍
の
返

還
に
つ
い
て
。
葬
祭
神
殿
の
財
産
を
盗
む
と
こ
ろ
を
目
撃
さ
れ
た
人
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は
、
盗
ん
だ
も
の
を
返
還
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
百
倍
の
賠
償
を
さ
せ
ら

れ
た
上
に
、百
回
叩
か
れ
た（

21
）。

ま
た
葬
祭
神
殿
の
船
に
乗
り
込
ん
で
、

積
荷
で
あ
る
ク
シ
ュ
か
ら
の
贈
り
物
を
奪
う
要
塞
の
長
官
、
要
塞
の

書
記
、
要
塞
の
代
官
は
、
奪
っ
た
も
の
を
返
還
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
八

十
倍
の
賠
償
を
さ
せ
ら
れ
た
上
に
百
回
叩
か
れ
た（

22
）。

対
象
者
が
要
塞

の
長
官
、
要
塞
の
書
記
、
要
塞
の
代
官
で
あ
る
の
は
、
要
塞
が
単
に

軍
事
拠
点
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
交
通
と
交
易
の
要
衝
で
も
あ
っ

た
か
ら
だ
ろ
う
。
賠
償
（T

A
wt

）
は
盗
ん
だ
も
の
や
奪
っ
た
も
の

の
返
還
に
加
え
て
課
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り（

23
）、

個
人
か
ら
盗
ん
だ
り

奪
っ
た
り
し
た
場
合
の
賠
償
が
通
常
等
倍
〜
三
倍
で
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
前
述
の
二
例
で
の
百
倍
あ
る
い
は
八
十
倍
の
賠
償
と
い
う

の
は
非
常
に
厳
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
ク
シ
ュ
か
ら
の

贈
り
物
に
は
黄
金
、
ヒ
ョ
ウ
の
毛
皮
、
キ
リ
ン
の
尻
尾
と
革
な
ど
非

常
に
高
価
な
物
や
珍
し
い
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
代
替
が
利
か

な
い
の
で
、
余
計
に
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
賠
償
と
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

　
キ
ッ
チ
ン
氏
が
五
で
挙
げ
て
い
る
〈
百
叩
き
の
刑
？
〉
と
返
還
の

事
例
は
、
ヌ
ビ
ア
総
督
、
代
官
、
ク
シ
ュ
の
国
の
書
記
が
葬
祭
神
殿

の
船
に
乗
り
込
ん
で
物
品
を
奪
う
場
合
と
、
葬
祭
神
殿
の
貨
物
船
の

水
夫
を
連
れ
去
る
場
合
で
あ
ろ
う（

24
）。

前
者
で
奪
わ
れ
る
物
品
と
は
ク

シ
ュ
か
ら
の
贈
り
物
以
外
の
積
荷
と
思
わ
れ
る
。
両
方
と
も
百
叩
き

に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
け
れ
ど
も
、
前
者
の
場
合
に
は
奪
わ
れ
た

物
品
の
返
還
が
、
後
者
の
場
合
に
は
水
夫
を
連
れ
去
っ
た
日
数
分
の

労
働
の
成
果
を
賠
償
と
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
キ
ッ
チ
ン
氏
は
船
や
乗
組
員
た
ち
を
連
れ
去
っ
た
場
合
に

こ
の
刑
罰
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
正
確
に
は
船
の
積
荷
を

奪
っ
た
り
、乗
組
員
た
ち
を
連
れ
去
っ
た
場
合
と
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
ナ
ウ
リ
勅
令
の
中
で
百
叩
き
の
刑
を
下
さ
れ
る
事
例
と
し
て
、
他

に
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
沼
沢
地
で
水
鳥
を
捕
ま

え
た
り
、
池
で
漁
を
し
て
い
る
捕
獲
者
を
追
い
払
っ
て
、
彼
ら
の
仕

事
を
妨
害
す
る
者
に
は
、
百
叩
き
と
五
つ
の
裂
傷
が
適
用
さ
れ
る（

25
）。

牧
草
地
に
い
る
牧
夫
を
追
い
払
っ
て
、
そ
の
仕
事
を
妨
害
す
る
者
に

つ
い
て
も
同
様
の
刑
罰
が
適
用
さ
れ
る（

26
）。

　
六
の
失
わ
れ
た
物
品
の
返
還
に
つ
い
て
。
ナ
ウ
リ
勅
令
で
列
挙
さ

れ
て
い
る
様
々
な
法
律
違
反
の
中
で
、
神
官
は
じ
め
神
殿
職
員
と
そ

の
妻
と
召
使
い
た
ち
が
連
れ
去
ら
れ
た
り
、
財
産
を
傷
つ
け
ら
れ
た

り
す
る
事
例（

27
）が

ま
だ
ど
の
ラ
ン
ク
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。

キ
ッ
チ
ン
氏
は
こ
の
事
例
に
対
す
る
刑
罰
が
失
わ
れ
た
物
品
の
返
還

で
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
肝
心
の
部
分
は
欠
損
し
て
お
り
、
ど
ん

な
刑
罰
が
適
用
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
第
二
章
の
二
で
考
察
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す
る
古
王
国
の
勅
令
を
参
照
す
る
と
、
そ
れ
は
重
罪
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
七
の
勅
令
の
違
反
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
オ
シ
リ
ス

神
の
呪
い
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ナ
ウ
リ
勅
令
で
は
、
葬
祭

神
殿
に
所
属
す
る
人
の
訴
え
を
無
視
し
て
、
被
告
を
連
行
し
よ
う
と

し
な
い
官
吏
に
つ
い
て
は
、
オ
シ
リ
ス
神
が
彼
に
死
を
与
え
る
た
め

に
、
彼
と
そ
の
妻
子
の
背
後
に
迫
る
と
記
さ
れ
て
い
る（

28
）。

こ
れ
は
こ

の
世
の
法
律
に
よ
っ
て
は
何
の
裁
き
も
受
け
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ

う
に
も
聞
こ
え
る
。
現
代
日
本
人
の
感
覚
で
は
、
オ
シ
リ
ス
神
の
呪

い
は
刑
罰
で
は
な
い
だ
ろ
う
。け
れ
ど
も
、古
代
エ
ジ
プ
ト
人
に
と
っ

て
は
こ
れ
も
刑
罰
の
一
つ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
は
以
前
か

ら
の
疑
問
で
あ
る（

29
）。

　
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
な
修
正
案
を
提
案

し
た
い
。

一
、
死
　
刑

　
　
神
殿
の
家
畜
を
売
っ
た
り
、
他
の
神
に
捧
げ
た
場
合
。
勅
令
の

違
反
者
の
家
族
は
奴
隷
身
分
へ
の
転
落
。
王
の
判
断
に
よ
っ
て
地

方
法
廷
で
裁
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

二
、
身
体
の
一
部
切
断
か
つ
小
作
人
の
身
分
へ
の
転
落

　
　
土
地
の
境
界
を
移
動
さ
せ
た
り
、
家
畜
を
盗
ん
だ
場
合
。
後
者

の
場
合
妻
子
は
神
殿
領
の
監
督
官
個
人
の
農
奴
と
さ
れ
る
。

三
、
小
作
人
へ
の
転
落
か
つ
百
叩
き
の
刑

　
　
葬
祭
神
殿
に
所
属
す
る
人
に
関
わ
る
事
例
で
裁
判
官
が
職
務
を

遂
行
し
な
か
っ
た
場
合
。

四
、
二
百
叩
き
の
刑
か
つ
失
わ
れ
た
家
畜
の
百
倍
の
返
還

　
　
牧
夫
の
い
な
い
間
に
家
畜
を
連
れ
去
っ
た
場
合
。

　  

二
百
叩
き
の
刑
と
五
つ
の
傷
と
失
わ
れ
た
労
働
相
当
の
返
還
、

さ
ら
に
奴
隷
身
分
へ
の
転
落

　
　
船
を
奪
っ
た
場
合
。
葬
祭
神
殿
に
所
属
す
る
人
と
そ
の
妻
や
召

使
い
を
連
れ
去
っ
た
場
合
。

五
、
百
叩
き
の
刑
と
失
わ
れ
た
物
の
百
倍
あ
る
い
は
八
十
倍
の
返
還

　
　
ク
シ
ュ
か
ら
の
贈
り
物
を
奪
っ
た
場
合
。

六
、
百
叩
き
と
五
つ
の
傷

　
　
水
鳥
や
魚
の
捕
獲
者
や
牧
夫
に
対
す
る
職
務
妨
害
。

七
、
奪
っ
た
物
の
等
倍
の
返
還

　
　
積
荷
を
奪
っ
た
場
合
。
水
夫
を
連
れ
去
っ
た
場
合
。
神
殿
職
員

に
対
す
る
不
法
行
為
。

八
、
職
務
怠
慢
な
官
吏
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
オ
シ
リ
ス
神
の
呪
い

　
　
葬
祭
神
殿
に
所
属
す
る
人
に
関
わ
る
事
例
で
官
吏
が
被
告
を
連

行
し
な
か
っ
た
場
合
。

　
こ
の
よ
う
に
ナ
ウ
リ
勅
令
に
挙
げ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
違
反
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を
ラ
ン
ク
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
八
の
オ
シ
リ
ス
神
の

呪
い
に
つ
い
て
は
、
刑
罰
と
み
な
す
べ
き
か
否
か
さ
ら
に
検
討
の
余

地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第
二
章
　
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
勅
令
と
古
王
国
の
勅
令
集

　
こ
の
章
で
は
ナ
ウ
リ
勅
令
と
同
種
の
保
護
勅
令
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
法
律
違
反
と
そ
の
罪
の
重
さ
を
考
察
し
た
い
。

　
　
第
一
節
　
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
勅
令

　
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
勅
令（

30
）は

第
十
八
王
朝
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
王
の
治
世

（
紀
元
前
一
三
二
三
―
一
二
九
五
年
）
に
エ
ジ
プ
ト
の
全
住
民
を
官

吏
た
ち
の
慢
性
的
な
悪
行
か
ら
保
護
し
、
官
吏
た
ち
の
不
正
を
な
く

す
た
め
に
発
布
さ
れ
た
勅
令
で
あ
る
。
勅
令
を
彫
っ
た
石
碑
は
一
八

八
二
年
に
ガ
ス
ト
ン
・
マ
ス
ペ
ロ
氏
に
よ
っ
て
カ
ル
ナ
ッ
ク
・
ア
メ

ン
神
殿
の
第
十
ピ
ュ
ロ
ン
で
発
見
さ
れ
た
。
砂
岩
製
で
、
本
来
の
高

さ
は
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ル
エ

ム
ヘ
ブ
王
が
ア
メ
ン
神
に
捧
げ
も
の
を
し
て
い
る
場
面
が
示
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
半
円
の
頂
上
部
と
上
か
ら
二
十
五
行
目
ま
で
の
碑

文
の
左
半
分
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
欠
け
て
い
る
部
分
の
多
数
の
断

片
は
付
近
で
発
見
で
き
る
。
碑
文
は
両
側
面
に
も
彫
ら
れ
て
い
る
。

碑
文
は
前
面
に
横
書
き
で
三
十
八
行
、
両
側
面
に
は
縦
書
き
で
十
行

ず
つ
彫
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
勅
令
は
、
ナ
ウ
リ
勅
令
の
よ
う
に
特
定
の
人
々
を

保
護
す
る
の
で
は
な
く
、
エ
ジ
プ
ト
全
住
民
を
保
護
す
る
勅
令
で
あ

る
と
い
う
点
で
希
有
な
法
史
料
で
あ
る
。
勅
令
が
発
布
さ
れ
た
年
は

不
明
で
あ
る
が
、
即
位
後
間
も
な
く
発
布
さ
れ
、
新
王
を
マ
ア
ト
の

維
持
者
と
し
て
官
吏
や
多
数
の
住
民
に
印
象
づ
け
る
の
に
役
立
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
勅
令
で
は
九
つ
の
法
律
違
反
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
に
対
し
て
取
ら
れ
た
法
的
措
置
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念

な
が
ら
欠
損
部
分
が
非
常
に
多
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
正
確
な
理
解
と

分
析
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
第
一
の
法
律
違
反（

31
）に

つ
い
て
。
エ
ジ
プ
ト
の
住
民
が
王
宮
内
の

様
々
な
工
房
と
部
署
に
物
資
を
租
税
と
し
て
運
ぶ
た
め
に
作
っ
た
船

を
奪
う
供
物
用
倉
庫
の
下
級
官
吏
は
、
鼻
を
切
り
落
と
さ
れ
て
、
シ

レ
の
要
塞
に
送
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
王
宮
内

の
工
房
は
王
の
た
め
に
パ
ン
、
ビ
ー
ル
、
菓
子
、
肉
、
香
油
な
ど
日

常
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
を
作
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
方
、
供
物
用
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倉
庫
は
王
の
名
前
で
神
に
捧
げ
ら
れ
る
供
物
を
管
理
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
供
物
用
倉
庫
の
下
級
官
吏
に
船
も
物
資
も
奪
わ
れ
て
し
ま
っ

て
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
住
民
は
王
宮
に
租
税
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
こ
の
よ
う
な
法
律
違
反
を
供
物
用
倉
庫
の
下
級
官
吏
た
ち
に
犯

さ
せ
な
い
た
め
に
、
こ
の
条
項
が
規
定
さ
れ
た
。
シ
レ
の
要
塞
は
デ

ル
タ
の
東
の
国
境
、
現
在
の
テ
ル
・
ア
ブ
・
セ
イ
フ
に
あ
り
、
西
ア

ジ
ア
へ
の
軍
事
遠
征
の
出
発
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
西
ア
ジ
ア
と
の

交
易
の
中
継
点
で
あ
っ
た
。
シ
レ
の
要
塞
に
送
ら
れ
た
勅
令
の
違
反

者
は
お
そ
ら
く
要
塞
に
い
る
兵
士
た
ち
を
養
う
た
め
に
奴
隷
と
し
て

働
か
さ
れ
た
だ
ろ
う
。

　
第
二
の
法
律
違
反（

32
）に

つ
い
て
。
こ
こ
で
も
供
物
用
倉
庫
の
下
級
官

吏
た
ち
に
法
律
違
反
を
犯
さ
せ
な
い
た
め
に
、
こ
の
条
項
が
規
定
さ

れ
た
。
す
な
わ
ち
、
エ
ジ
プ
ト
の
住
民
が
王
宮
や
ハ
レ
ム
や
神
殿
に

租
税
と
し
て
物
資
を
運
ぶ
た
め
に
他
人
か
ら
借
り
て
き
た
船
を
奪
う

供
物
用
倉
庫
の
下
級
官
吏
は
、 

鼻
を
切
り
落
と
さ
れ
て
、
シ
レ
の
要

塞
に
送
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
一
と
第
二
の
法
律
違
反
に

対
し
て
適
用
さ
れ
る
刑
罰
、
す
な
わ
ち
鼻
を
切
り
落
と
さ
れ
て
、
シ

レ
の
要
塞
に
送
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
ナ
ウ
リ
勅
令
に
お
け
る
二
の

身
体
の
一
部
切
断
お
よ
び
小
作
人
の
身
分
へ
の
転
落
と
同
等
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
、
か
な
り
重
罰
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
罰
の
理
由

は
王
と
そ
の
世
帯
が
不
自
由
な
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

租
税
を
横
取
り
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
三
の
法
律
違
反（

33
）に

つ
い
て
。
神
々
に
捧
げ
る
紅
花
を
摘
む
た
め

に
数
日
間
エ
ジ
プ
ト
の
住
民
の
召
使
い
た
ち
（pA

 H
m
 tA
 H
m
t

）

を
徴
用
す
る
供
物
用
倉
庫
の
下
級
官
吏
は
、鼻
を
切
り
落
と
さ
れ
て
、

シ
レ
の
要
塞
に
送
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、第
一
・

第
二
の
法
律
違
反
と
同
様
の
刑
罰
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
ク
ル
ー

シ
ュ
テ
ン
女
史
は
、
勅
令
の
違
反
者
は
さ
ら
に
召
使
い
た
ち
が
徴
用

さ
れ
た
日
数
分
の
労
働
の
成
果
を
賠
償
さ
せ
ら
れ
た
だ
ろ
う
、
と
推

測
す
る（

34
）。

筆
者
に
は
せ
い
ぜ
い
ナ
ウ
リ
勅
令
に
お
け
る
四
の
二
百
叩

き
の
刑
と
五
つ
の
傷
と
失
わ
れ
た
労
働
相
当
の
返
還
、
さ
ら
に
奴
隷

身
分
へ
の
転
落
が
相
当
の
刑
罰
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
な
ぜ

こ
れ
ほ
ど
厳
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
四
の
法
律
違
反（

35
）に

つ
い
て
。
牛
の
皮
革
を
住
民
か
ら
奪
い
、
王

の
牛
の
長
官
が
正
確
な
牛
の
頭
数
調
査
を
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
兵

士
は
、
奪
っ
た
牛
の
皮
革
が
没
収
さ
れ
、
百
回
打
た
れ
、
五
つ
の
裂

傷
を
負
わ
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ナ
ウ
リ
勅
令
に
お

け
る
六
の
百
叩
き
と
五
つ
の
傷
お
よ
び
七
の
等
倍
の
返
還
を
組
み
合

わ
せ
た
刑
罰
で
あ
る
。
第
一
か
ら
第
三
ま
で
の
法
律
違
反
に
対
す
る

刑
罰
と
比
較
す
る
と
、
軽
い
刑
罰
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ホ
ル
エ
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ム
ヘ
ブ
王
が
軍
部
出
身
な
の
で
、
兵
士
が
犯
し
た
犯
罪
に
対
し
て
特

に
甘
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
妥
当
な
刑
罰
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
第
五
の
法
律
違
反（

36
）に

つ
い
て
。
王
が
オ
ペ
ト
祭
の
た
め
に
メ
ン

フ
ィ
ス
と
テ
ー
ベ
の
間
を
往
復
旅
行
す
る
際
、
王
の
一
行
に
供
給
さ

れ
る
食
料
や
物
資
な
ど
が
再
度
徴
発
さ
れ
る
時
、
そ
の
内
容
が
取
り

調
べ
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
徴
発
さ
れ
た
食
料
や

物
資
を
監
督
す
る
王
妃
の
宮
殿
の
監
督
官
と
ハ
レ
ム
の
食
卓
の
書
記

た
ち
に
何
ら
か
の
刑
罰
が
与
え
ら
れ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
余

分
に
調
達
さ
れ
た
食
料
や
物
資
の
返
還
に
つ
い
て
も
言
及
が
な
い
。

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　
第
六
の
法
律
違
反（

37
）に

つ
い
て
。
王
の
食
卓
に
の
ぼ
る
家
畜
を
肥
育

さ
せ
る
た
め
の
牧
草
を
、
王
領
地
内
に
あ
る
果
樹
園
や
牧
草
地
で
摘

む
の
で
は
な
く
、
個
人
所
有
の
庭
園
で
摘
む
王
宮
の
工
房
の
官
吏
た

ち
は
処
罰
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
処

罰
を
受
け
る
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
第
七
の
法
律
違
反（

38
）に

つ
い
て
。
税
額
査
定
の
時
、
計
量
を
ご
ま
か

し
て
、
穀
物
以
外
に
も
亜
麻
、
野
菜
、
果
物
を
徴
収
し
、
さ
ら
に
は

船
で
輸
送
中
の
租
税
に
つ
い
て
も
徴
収
す
る
サ
ル
飼
い
た
ち
全
員
を

廃
止
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
欠
損
部
分
が
多
い
た
め
、
王
の
決

定
が
、
サ
ル
飼
い
た
ち
に
税
額
査
定
さ
せ
る
こ
と
を
止
め
さ
せ
る
こ

と
な
の
か
、
サ
ル
飼
い
の
職
そ
の
も
の
を
廃
止
す
る
こ
と
な
の
か
、

は
っ
き
り
と
し
な
い
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
サ
ル
飼
い
が
税
額
査
定
の
時

に
登
場
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ク
ル
ー
シ
ュ
テ
ン
女
史
は
サ
ル
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て

い
る（

39
）。

サ
ル
は
王
や
側
近
た
ち
の
娯
楽
の
た
め
に
飼
わ
れ
、
踊
り
や

楽
器
の
演
奏
を
教
え
込
ま
れ
た
他
、
イ
チ
ジ
ク
や
ナ
ツ
メ
の
収
穫
、

ワ
イ
ン
作
り
や
ビ
ー
ル
作
り
の
補
助
労
働
力
と
し
て
利
用
さ
れ
、
町

の
住
民
た
ち
か
ら
直
接
穀
物
、
亜
麻
、
野
菜
、
果
物
を
徴
収
す
る
こ

と
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
王
に
は
サ
ル
を

飼
う
こ
と
は
無
駄
な
贅
沢
と
思
え
た
の
で
、
サ
ル
飼
い
の
職
そ
の
も

の
を
廃
止
さ
せ
た
。

　
し
か
し
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
。
と
い
う
の
は
、
訓
練

さ
れ
た
サ
ル
が
警
察
犬
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
古

王
国
の
墓
壁
の
レ
リ
ー
フ
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

は
サ
ル
が
市
場
で
盗
み
を
し
た
男
性
の
脚
を
つ
か
ん
で
い
る
場
面
で

あ
る（

40
）。

お
そ
ら
く
第
七
の
法
律
違
反
に
登
場
す
る
サ
ル
た
ち
も
同
様

な
役
割
を
果
た
し
て
い
て
、
サ
ル
飼
い
た
ち
の
行
き
過
ぎ
た
租
税
の

徴
収
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
こ
の
条
項
が
規
定
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
第
八
と
第
九
の
法
律
違
反
に
つ
い
て
は
、
欠
損
部
分
が
多
く
、
何
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が
法
律
違
反
と
さ
れ
、
ど
ん
な
決
定
が
下
さ
れ
た
の
か
、
ま
っ
た
く

不
明
で
あ
る
。

　
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
王
は
九
つ
の
法
律
違
反
に
つ
い
て
法
的
措
置
を
規

定
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
で
教
訓
と
し
て
、
訴
訟
関
係
者
の
中
で
原

告
ま
た
は
被
告
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
人
々
と
親
し
く
す
る
な
、
彼
ら

か
ら
賄
賂
を
受
け
取
る
な
、
一
方
の
人
々
と
親
し
く
す
る
裁
判
官
も

正
義
に
対
し
て
不
正
を
行
う
者
で
あ
る
と
述
べ（

41
）、

市
長
と
神
官
が
正

し
い
人
に
対
し
て
不
正
を
行
う
こ
と
は
死
に
値
す
る
大
罪
（btA

 aA
 

n m
wt

）
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る（

42
）。

つ
ま
り
、
死
刑
が
適
用
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
ナ
ウ
リ
勅
令
の
三
に
は
、
訴
え
に
対
し
裁
判
を
し
よ

う
と
し
な
い
裁
判
官
は
、
葬
祭
神
殿
の
小
作
人
の
身
分
へ
の
転
落
か

つ
百
叩
き
の
刑
に
処
す
る
と
の
規
定
が
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
は
る

か
に
厳
し
い
。
た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ
る

の
か
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
王
の
勅
令
の
中
で
具
体
的
な
法
的
措
置
が
述
べ
ら

れ
て
い
な
い
法
律
違
反
が
あ
る
が
、
王
が
具
体
的
な
法
的
措
置
を
述

べ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
誰
が
刑
の
重
さ
を
決
定
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
勅
令
の
刑
罰
を
次
の
よ
う
に
ラ
ン
ク
付
け
す
る
。

一
、
死
　
刑

　
　
裁
判
官
が
裁
判
の
審
理
中
に
不
正
を
行
っ
た
場
合
。

二
、
鼻
の
切
断
と
シ
レ
の
要
塞
へ
の
追
放

　
　
供
物
用
倉
庫
の
下
級
官
吏
た
ち
が
エ
ジ
プ
ト
の
住
民
が
作
っ
た

船
あ
る
い
は
借
り
て
き
た
船
を
奪
っ
た
場
合
お
よ
び
エ
ジ
プ
ト
の

住
民
の
召
使
い
た
ち
を
紅
花
を
摘
む
た
め
に
徴
用
し
た
場
合
。

三
、
百
叩
き
と
五
つ
の
傷
と
奪
っ
た
物
の
等
倍
の
返
還

　
　
兵
士
が
エ
ジ
プ
ト
の
住
民
か
ら
牛
の
皮
革
を
奪
っ
た
場
合
。

　
た
だ
し
、
具
体
的
な
刑
罰
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
場
合
の
み
の
ラ
ン

ク
付
け
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　
　
第
二
節
　
古
王
国
の
勅
令
集

　
ゲ
ー
デ
ィ
ッ
ケ
氏
の
『
古
王
国
の
王
の
記
録
文
書（

43
）』

に
は
、
古
王

国
第
四
〜
第
八
王
朝
（
紀
元
前
二
五
〇
〇
―
二
一
六
〇
年
頃
）
か
ら

の
、
断
片
も
含
め
て
三
十
一
の
勅
令
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
発
見
場

所
は
メ
ン
フ
ィ
ス
周
辺
、
ア
ビ
ュ
ド
ス
、
コ
プ
ト
ス
の
三
カ
所
で

あ
る
が
、
コ
プ
ト
ス
で
発
見
さ
れ
た
勅
令
が
圧
倒
的
に
数
が
多
い
。

メ
ン
フ
ィ
ス
は
古
王
国
の
王
都
の
所
在
地
、
ア
ビ
ュ
ド
ス
は
ヘ
ン

テ
ィ
・
ア
メ
ン
テ
ィ
ウ
神（

44
）の

信
仰
地
、
コ
プ
ト
ス
は
ミ
ン
神（

45
）の

信
仰

地
で
あ
っ
た
。
勅
令
の
種
類
に
は
神
殿
や
葬
祭
領
の
保
護
の
た
め
の

も
の
、
供
物
に
関
す
る
も
の
、
神
殿
領
の
創
設
、
官
職
の
任
命
、
個

人
の
た
め
の
も
の
、
王
か
ら
の
書
状
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
神
殿
や
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葬
祭
領
の
保
護
に
関
す
る
も
の
が
四
割
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
の
勅
令

の
中
で
、
勅
令
の
違
反
者
に
対
す
る
刑
罰
へ
の
言
及
が
あ
る
も
の
、

あ
る
い
は
言
及
が
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
ネ
フ
ェ
ル
イ
ル
カ
ー
ラ
ー

王
の
勅
令
と
ペ
ピ
二
世
の
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
ホ
ル
ス
・

デ
メ
ジ
イ
ブ
タ
ー
ウ
ィ
の
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｒ
の
五
つ
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
ア
ビ
ュ
ド
ス
の
コ
ム
・
エ
ル
・
ス
ル
タ
ン
と
呼
ば
れ
る

丘
に
あ
る
神
殿
で
発
見
さ
れ
た
勅
令（

46
）は

、
第
五
王
朝
ネ
フ
ェ
ル
イ

ル
カ
ー
ラ
ー
王
（
紀
元
前
二
四
七
五
―
二
四
五
五
年
頃
在
位
）
に

よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
。
治
世
何
年
に
、
何
を
き
っ
か
け
に
し
て
発
布

さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
勅
令
の
受
取
人
は
神
官
長
（im

y-r 

H
m
w-nT

r

）
ヘ
ム
ウ
ル
で
あ
る
。
こ
の
勅
令
で
は
ヘ
ム
ウ
ル
の
勤

務
す
る
州
で
労
役
を
さ
せ
る
た
め
に
神
官
た
ち
（H

m
w-nT

r

）
と

農
奴
た
ち（m

rt

）が
連
れ
去
ら
れ
る
こ
と
を
禁
じ
、神
官
た
ち
は
も
っ

ぱ
ら
礼
拝
を
行
い
、
農
奴
た
ち
は
も
っ
ぱ
ら
礼
拝
の
た
め
に
創
設
さ

れ
た
神
殿
領
を
耕
作
し
、租
税
を
支
払
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

も
し
こ
の
勅
令
に
違
反
し
て
彼
ら
を
連
れ
去
る
者
は
、大
法
廷
（H

wt 

wrt

）
に
送
ら
れ
、
採
石
場
で
強
制
労
働
を
さ
せ
ら
れ
、
大
麦
と
小

麦
の
収
穫
を
さ
せ
ら
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
勅
令

に
背
く
高
官
、
王
の
知
己（

47
）、

供
物
分
配
管
理
官
は
家
、
土
地
、
人
々
、

彼
ら
が
所
有
す
る
全
財
産
を
没
収
さ
れ
、
強
制
労
働
を
さ
せ
ら
れ
る

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
対
す
る
刑
罰
か
ら
推
測
し
て
、
前
者

も
お
そ
ら
く
全
財
産
を
没
収
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
両
者
と
も
体
罰
は
な

い
も
の
の
奴
隷
の
身
分
に
転
落
さ
せ
ら
れ
て
お
り
、
厳
し
い
刑
罰
で

あ
る
と
い
え
る
。
ナ
ウ
リ
勅
令
で
も
違
反
行
為
と
し
て
神
官
が
連
れ

去
ら
れ
る
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
碑
文
の
欠
損

に
よ
り
ど
ん
な
刑
罰
が
適
用
さ
れ
た
の
か
が
不
明
で
、
こ
の
勅
令
と

比
較
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
次
に
、
コ
プ
ト
ス
で
発
見
さ
れ
た
第
六
王
朝
ペ
ピ
二
世
（
即
位
名

ネ
フ
ェ
ル
カ
ー
ラ
ー
、
紀
元
前
二
二
七
八
―
二
一
八
四
年
頃
在
位
）

の
三
つ
の
勅
令
（
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
）
に
つ
い
て
。

　
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｂ（

48
）は

十
一
回
目
の
頭
数
調
査
の
翌
年
、
す
な
わ
ち

治
世
二
十
二
年
に
発
布
さ
れ
た
。
勅
令
の
受
取
人
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
都

市
の
長
官
か
つ
宰
相
か
つ
王
の
文
書
の
書
記
た
ち
の
長
官
ジ
ャ
ウ
、

領
主
か
つ
上
エ
ジ
プ
ト
の
長
官
フ
ー
イ
、
神
官
長
、
神
官
た
ち
の
監

督
官
た
ち
、
上
エ
ジ
プ
ト
第
五
州
の
首
長
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
勅
令

で
は
上
エ
ジ
プ
ト
第
五
州
の
ミ
ン
神
の
神
官
長
と
神
官
た
ち
の
監
督

官
た
ち
、
ミ
ン
神
の
神
殿
領
の
農
奴
た
ち
、
ミ
ン
神
に
仕
え
る
神
殿

職
員
た
ち
、生
産
施
設
（pr-Sna

）
や
建
設
作
業
の
労
働
者
た
ち
が
、

牧
夫
た
ち
の
管
理
下
に
あ
る
牧
草
地
で
王
の
た
め
の
労
役
を
課
せ
ら

れ
た
り
、
王
領
地
で
税
額
査
定
さ
れ
た
租
税
を
課
せ
ら
れ
た
り
す
る
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こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
彼
ら
の
保
護
は
ペ
ピ
二
世
に
よ
っ
て
新
た
に

命
じ
ら
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
前
に
発
布
さ
れ
た
保
護

勅
令
を
再
び
有
効
に
す
る
た
め
の
勅
令
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ

ら
に
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
長
官
、
首
長
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
偉
大
な
十
人

の
う
ち
の
一
人
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
労
働
班
の
長
官
等
が
彼
ら
を
徴
集

し
て
、
王
家
の
た
め
に
働
か
せ
る
こ
と
は
、
反
乱
を
企
て
る
こ
と
で

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
州
の
た
め
の
任
務
に
関
し
て
、
ミ
ン
神
の
神
殿
の
神
官

た
ち
と
ミ
ン
神
に
仕
え
る
者
た
ち
の
名
前
が
探
し
出
さ
れ
る
よ
う
に

命
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
を
徴
集
対
象
者
の
名
簿
か
ら
は
ず
す

た
め
と
思
わ
れ
る
。
高
官
、
王
の
記
録
書
類
の
書
記
、
耕
地
の
書
記

た
ち
の
長
官
、
封
印
さ
れ
た
書
類
の
書
記
た
ち
の
長
官
等
が
、
上
エ

ジ
プ
ト
第
五
州
の
ミ
ン
神
の
神
官
長
と
神
官
た
ち
の
監
督
官
た
ち
、

ミ
ン
神
の
神
殿
領
の
農
奴
た
ち
、ミ
ン
神
に
仕
え
る
神
殿
職
員
た
ち
、

生
産
施
設
や
建
設
作
業
の
労
働
者
た
ち
の
名
前
を
名
簿
に
載
せ
る
こ

と
も
同
様
に
反
乱
を
企
て
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
王

に
対
す
る
反
乱
は
も
ち
ろ
ん
死
に
値
す
る
大
罪
で
あ
る
。
こ
れ
は
今

ま
で
に
考
察
し
て
き
た
ど
の
勅
令
よ
り
も
厳
し
い
刑
罰
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ミ
ン
神
の
神
殿
領
に
所
属
す
る
誰
も
が
上
エ
ジ
プ
ト
で
物

資
を
運
搬
す
る
仕
事
か
ら
免
除
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
ミ
ン
神
の
神
殿
が
い
か
な
る
仕
事
か
ら
も
永
遠
に
免
除

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
長
官
や

他
の
高
官
た
ち
の
使
者
が
ミ
ン
神
の
神
殿
が
あ
る
丘
に
行
く
こ
と
が

禁
じ
ら
れ
、
ミ
ン
神
に
仕
え
る
た
め
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
以
外

の
仕
事
の
た
め
に
彼
ら
を
連
れ
去
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、
こ
の
勅
令

に
違
反
す
る
ど
の
高
官
と
官
吏
た
ち
も
ペ
ピ
二
世
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で

神
官
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で

神
官
と
し
て
勤
務
す
る
と
い
う
こ
と
は
、 

王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
付
属

す
る
葬
祭
神
殿
で
王
を
礼
拝
し
、
王
の
葬
祭
領
か
ら
報
酬
を
受
け
取

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
変
な
栄
誉
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、

そ
れ
を
禁
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、大
変
な
屈
辱
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｃ（

49
）は

二
十
二
回
目
の
頭
数
調
査
の
翌
年
、
す
な
わ

ち
治
世
四
十
四
年
に
発
布
さ
れ
た
。
勅
令
の
受
取
人
の
部
分
は
欠
損

し
て
い
る
。
勅
令
本
文
は
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｂ
と
よ
く
似
て
い
る
。

　
こ
の
勅
令
で
は
神
官
長
、
神
官
た
ち
の
監
督
官
た
ち
、
ミ
ン
神
に

仕
え
る
神
殿
職
員
た
ち
、
生
産
施
設
や
建
設
作
業
の
労
働
者
た
ち
、

ミ
ン
神
の
神
殿
領
の
農
奴
た
ち
等
が
、
牧
夫
た
ち
の
管
理
下
に
あ
る

放
牧
地
で
王
の
た
め
の
労
役
を
課
せ
ら
れ
た
り
、
王
領
地
で
税
額
査

定
さ
れ
た
租
税
を
課
せ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
コ
プ

ト
ス
内
で
の
彼
ら
の
保
護
は
ペ
ピ
二
世
に
よ
っ
て
新
た
に
永
遠
に
命
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じ
ら
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
長
官
、

首
長
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
偉
大
な
十
人
の
う
ち
の
一
人
、
上
エ
ジ
プ
ト

の
労
働
班
の
長
官
等
が
彼
ら
を
徴
集
し
て
、
王
家
の
た
め
に
働
か
せ

る
こ
と
は
、
王
が
嫌
悪
す
る
こ
と
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
州
の
た
め
の
任
務
に
関
し
て
ミ
ン
神
の
神
殿
の
神
官
た

ち
の
名
前
が
探
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
彼
ら

を
徴
集
対
象
者
の
名
簿
か
ら
は
ず
す
た
め
と
思
わ
れ
る
。
高
官
、
王

の
記
録
書
類
の
書
記
、
耕
地
の
書
記
た
ち
の
長
官
、
封
印
さ
れ
た
書

類
の
書
記
た
ち
の
長
官
等
が
、
上
エ
ジ
プ
ト
第
五
州
の
ミ
ン
神
の
神

官
長
と
神
官
た
ち
の
監
督
官
た
ち
、ミ
ン
神
の
神
殿
領
の
農
奴
た
ち
、

ミ
ン
神
に
仕
え
る
神
殿
職
員
た
ち
、
生
産
施
設
や
建
設
作
業
の
労
働

者
た
ち
の
名
前
を
名
簿
に
載
せ
る
こ
と
も
同
様
に
王
が
嫌
悪
す
る
こ

と
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｂ
の
「
反
乱
を
企
て

る
こ
と
」
の
代
わ
り
に
「
王
が
嫌
悪
す
る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
両
者
は
同
等
の
犯
罪
と
推
測
さ
れ
、
死
に
値
す
る
大
罪
と
み

な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
神
官
た
ち
が
上
エ
ジ
プ
ト
で
物
資
を
運
搬
し
た
り
、
家
畜
の

餌
や
ロ
ー
プ
や
縄
や
皮
革
な
ど
「
生
命
の
家（

50
）」

に
必
要
な
も
の
の
た

め
に
働
い
た
り
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
長
官
の
要
求
で
金
や
銅
な
ど
を
採

掘
（
？
）
し
た
り（

51
）、

租
税
や
労
役
で
、
水
上
で
も
陸
上
で
も
派
遣
さ

れ
て
労
働
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
等
か
ら
免
除
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
ミ
ン
神
の
神
殿
が
い
か
な
る
仕
事
か
ら
も
永
遠
に
免
除

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
長
官
や

他
の
高
官
た
ち
の
使
者
が
ミ
ン
神
の
神
殿
が
あ
る
丘
に
行
く
こ
と
が

禁
じ
ら
れ
、
ミ
ン
神
に
仕
え
る
た
め
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
以
外

の
仕
事
の
た
め
に
彼
ら
を
連
れ
去
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、
こ
の
勅
令

に
違
反
す
る
ど
の
高
官
と
官
吏
た
ち
も
「
ホ
ル
ス
神
の
間（

52
）」

に
連
行

さ
れ
、
ペ
ピ
二
世
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
神
官
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
を

禁
じ
ら
れ
た
。

　
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｂ
と
Ｃ
は
最
初
に
発
布
さ
れ
た
保
護
勅
令
を
二
十

年
毎
に
更
新
し
た
だ
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｄ（

53
）は

生
産
施
設
（pr-Sna

）
付
属
の
地
所
「
ミ
ン

神
は
ネ
フ
ェ
ル
カ
ー
ラ
ー
を
強
く
す
る
」
と
そ
れ
に
所
属
す
る
農

奴
た
ち
を
保
護
す
る（

54
）た

め
に
発
布
さ
れ
た
。
勅
令
の
終
わ
り
の
方
に

「
陛
下
は
こ
の
新
し
い
町
に
南
国
の
木
材
で
作
ら
れ
た
マ
ス
ト
を
建

て
る
よ
う
に
命
じ
た
。」
と
あ
る
の
で
、
地
所
「
ミ
ン
神
は
ネ
フ
ェ

ル
カ
ー
ラ
ー
を
強
く
す
る
」
は
新
し
く
開
拓
さ
れ
た
町
に
創
設
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
勅
令
も
ま
た
以
前
に
発
布
さ
れ
た
勅
令
を
再

び
有
効
に
す
る
た
め
に
発
布
さ
れ
た
。
発
布
さ
れ
た
年
は
不
明（

55
）で

、

受
取
人
に
つ
い
て
も
「
領
主
、
唯
一
の
友
、・
・
・
の
長
官
、・
・
・
」
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と
し
か
読
め
な
い
。
し
か
し
、
最
後
の
行
で
唯
一
の
友
イ
デ
ィ
を
こ

の
勅
令
が
彫
ら
れ
た
石
碑
を
ミ
ン
神
殿
の
門
に
建
立
す
る
際
に
出
席

さ
せ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、受
取
人
は
イ
デ
ィ
か
も
し
れ
な
い
。

　
王
は
上
エ
ジ
プ
ト
で
物
資
を
運
搬
し
た
り
、
家
畜
の
餌
や
ロ
ー
プ

や
縄
や
皮
革
な
ど
「
生
命
の
家
」
に
必
要
な
も
の
の
た
め
に
働
い
た

り
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
長
官
の
要
求
で
金
や
銅
な
ど
を
採
掘
（
？
）
し

た
り
、
租
税
や
労
役
で
、
水
上
で
も
陸
上
で
も
派
遣
さ
れ
て
労
働
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
等
を
禁
じ
た
。
王
は
誰
が
誰
に
こ
れ
ら
の
労
働
を
さ

せ
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
か
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。し
か
し
、

前
後
の
文
脈
か
ら
「
誰
に
」
は
「
農
奴
た
ち
に
」
と
推
測
さ
れ
る
。

　
王
は
農
奴
た
ち
を
労
働
の
た
め
に
徴
集
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
王

は
、
神
官
た
ち
が
儀
式
や
月
毎
の
祭
礼
を
行
え
る
よ
う
に
、
農
奴
た

ち
が
供
物
を
用
意
す
る
こ
と
以
外
に
こ
れ
ら
の
労
働
を
す
る
こ
と
を

禁
じ
た
。

　
上
エ
ジ
プ
ト
の
長
官
、
首
長
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
偉
大
な
十
人
の
う

ち
の
一
人
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
労
働
班
の
長
官
等
が
、
彼
ら
を
徴
集
し

て
働
か
せ
る
こ
と
は
、
王
が
嫌
悪
す
る
こ
と
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。

　
州
の
た
め
の
任
務
に
関
し
て
徴
集
対
象
者
の
名
簿
か
ら
こ
の
地
所

の
農
奴
た
ち
の
名
前
が
は
ず
さ
れ
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
。
高
官
、

王
の
記
録
書
類
の
書
記
、
そ
の
他
の
官
吏
た
ち
が
農
奴
た
ち
の
名
前

を
徴
集
対
象
者
の
名
簿
に
載
せ
る
こ
と
は
王
が
嫌
悪
す
る
こ
と
で
あ

る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
ミ
ン
神
の
神
殿
が
い
か
な
る
仕
事
か
ら
も
永
遠
に
免
除

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
長
官
や

他
の
高
官
た
ち
の
使
者
が
こ
の
地
所
が
あ
る
丘
に
行
く
こ
と
が
禁
じ

ら
れ
、
こ
の
勅
令
に
違
反
す
る
ど
の
上
エ
ジ
プ
ト
の
長
官
、
高
官
、

使
者
、
書
記
も
「
ホ
ル
ス
神
の
間
」
に
連
行
さ
れ
、
財
産
を
没
収
さ

れ
、ペ
ピ
二
世
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
、あ
る
い
は
ま
た
土
地
台
帳
に
載
っ

て
い
る
都
市
で
、
神
官
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
財

産
没
収
と
、
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
以
外
の
都
市
で
も
神
官
と
し
て
の
勤

務
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｂ
と
Ｃ
よ
り

も
厳
し
い
刑
罰
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

以
外
の
都
市
と
い
う
の
は
、
全
国
各
地
に
存
在
す
る
王
の
礼
拝
地
と

思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
同
列
で
言
及

さ
れ
る
は
ず
が
な
い
だ
ろ
う
。

　
以
上
、
古
王
国
の
勅
令
を
四
例
考
察
し
た
が
、
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
勅

令
の
よ
う
に
、
高
官
た
ち
の
不
正
や
官
吏
た
ち
の
慢
性
的
な
悪
行
か

ら
神
殿
領
に
所
属
す
る
人
々
を
保
護
す
る
と
い
う
印
象
は
受
け
な

い
。
し
か
し
、
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
よ
う
に
以
前
に
発
布
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さ
れ
た
保
護
勅
令
を
再
び
有
効
に
す
る
た
め
に
発
布
さ
れ
た
勅
令
の

存
在
を
考
え
る
と
、
古
王
国
で
も
高
官
た
ち
の
不
正
や
官
吏
た
ち
の

悪
行
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
多
く
の
勅
令
が
発
布
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｒ（

56
）は

デ
メ
ジ
イ
ブ
タ
ー
ウ
ィ
と
い
う
ホ
ル
ス
名
を

持
つ
王（

57
）に

よ
っ
て
発
布
さ
れ
た
。
勅
令
の
受
取
人
は
神
の
父
、
神
に

愛
さ
れ
る
者
、
世
襲
貴
族
、
王
の
教
え
子
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
都
市
の
長

官
、
宰
相
、
ミ
ン
神
の
着
衣
神
官
イ
デ
ィ
で
あ
る
。
こ
の
勅
令
は
、

今
ま
で
に
見
た
四
例
と
は
異
な
っ
て
、
イ
デ
ィ
個
人
の
彫
像
、
供
物

卓
、
礼
拝
堂
、
木
製
品
、
記
念
碑
を
保
護
す
る
た
め
に
発
布
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
傷
つ
け
る
者
は
国
中
の
誰
で
あ
っ
て
も
、
自
分
自
身
の
財

産
や
祖
先
の
財
産
を
所
有
す
る
こ
と
、
墓
地
で
霊
た
ち
に
加
わ
る
こ

と
、
地
上
で
生
者
た
ち
の
中
に
い
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
は

こ
の
勅
令
の
違
反
者
が
自
分
で
獲
得
し
た
財
産
も
祖
先
か
ら
相
続
し

た
財
産
も
没
収
さ
れ
て
無
一
文
に
な
り
、
死
ん
で
も
適
切
な
埋
葬
を

さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
ま
た
土
地
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
諸
神
殿
に
置
か

れ
た
イ
デ
ィ
の
彫
像
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
葬
祭
領
、
す
な
わ
ち

イ
デ
ィ
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
耕
地
、
パ
ン
、
ビ
ー
ル
、
肉
、
ミ
ル

ク
を
減
ら
し
た
り
損
な
っ
た
り
す
る
者
も
、
墓
地
で
霊
た
ち
に
加
わ

る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
た
。
王
と
オ
シ
リ
ス
神
と
町
の
神
々
の
下
で
彼

ら
が
両
腕
を
縛
ら
れ
、
足
か
せ
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ

た
。こ
れ
は
勅
令
の
違
反
者
が
死
後
冥
界
の
裁
判
で
有
罪
と
さ
れ
て
、

神
々
か
ら
刑
罰
を
受
け
る
こ
と（

58
）を

意
味
す
る
。
つ
ま
り
来
世
で
の
復

活
と
永
遠
の
生
命
を
与
え
ら
れ
る
機
会
を
失
う
の
で
あ
る
。
王
が
オ

シ
リ
ス
神
や
町
の
神
々
と
同
列
で
現
れ
る
の
は
、
王
が
現
世
だ
け
で

は
な
く
来
世
を
も
支
配
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
将
来
王
、
宰
相
、
高
官
と
な
る
人
々
も
含
め
て
、
州
内
で

勅
令
の
違
反
者
た
ち
を
罰
し
な
い
首
長
や
高
官
は
、
自
分
の
官
職
と

印
章
を
保
有
し
た
り
、
財
産
を
所
有
す
る
権
利
を
持
て
な
い
し
、
彼

ら
の
子
供
た
ち
も
同
様
の
目
に
遭
わ
さ
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
官

職
に
留
ま
る
者
は
こ
れ
ら
の
違
反
行
為
を
防
ぐ
官
吏
で
あ
る
。
つ
ま

り
勅
令
の
違
反
者
た
ち
を
罰
し
な
い
裁
判
官
は
代
々
官
職
か
ら
追
放

さ
れ
、
財
産
も
没
収
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
こ
の
命
令
は
上
エ
ジ
プ
ト
の
首
長
た
ち
の
元
に
も
た
ら
さ
れ
、

人
々
の
子
孫
が
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
石
碑
に
刻
み

込
ま
れ
、
イ
デ
ィ
の
記
念
碑
が
あ
る
す
べ
て
の
神
殿
の
入
口
に
建
立

さ
れ
た
。
そ
の
際
王
は
王
宮
の
ヘ
ン
テ
ィ
シ
ュ
た
ち（

59
）の

長
官
を
出
席

さ
せ
た
。

　
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｒ
で
は
勅
令
の
違
反
者
に
対
し
て
、
財
産
没
収
と
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い
う
具
体
的
な
刑
罰
の
他
に
、
呪
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
ま
る
で
墓
碑
銘
に
記
さ
れ
た
呪
い
の
定
式
文
の
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
法
的
効
力
を
持
つ
勅
令
に
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
こ
の
よ
う
な
呪
い
も
刑
罰
の
一
つ

と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
呪
い
が
刑
罰
の
一
つ
と
み
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
オ
シ
リ
ス
神
信
仰
が
王
以
外
の

人
々
の
間
に
広
ま
り
、
彼
ら
も
ま
た
来
世
で
の
復
活
と
永
遠
の
生
命

を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
呪
い
は
勅
令
の
違
反

者
に
は
相
当
な
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
だ
ろ
う
。
他
方
、
葬
祭

領
や
供
物
を
減
ら
し
た
り
損
な
っ
た
り
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
財
産

没
収
は
な
く
呪
い
だ
け
な
の
で
、
呪
い
は
軽
い
方
の
刑
罰
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
勅
令
の
違
反
者
を
罰
し
な
い
裁
判
官
に
対
す
る
刑
罰
は

官
職
追
放
と
財
産
没
収
な
の
で
、
よ
り
重
い
刑
罰
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
。

　
古
王
国
の
勅
令
の
刑
罰
を
次
の
よ
う
に
ラ
ン
ク
付
け
す
る
。

一
、
死
　
刑

　
　
神
殿
に
所
属
す
る
人
々
や
生
産
施
設
所
属
の
地
所
の
農
奴
た
ち

に
労
役
や
租
税
を
課
し
た
場
合
。
神
殿
に
所
属
す
る
人
々
や
生
産

施
設
所
属
の
地
所
の
農
奴
た
ち
の
名
前
を
州
の
労
働
の
対
象
者
名

簿
に
載
せ
る
こ
と
。

二
、
大
法
廷
へ
の
連
行
、
財
産
没
収
か
つ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
と
土

地
台
帳
に
載
っ
て
い
る
都
市
）
で
神
官
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
の

禁
止

　
　
神
に
仕
え
る
た
め
の
仕
事
以
外
の
労
役
の
た
め
に
神
殿
に
所
属

す
る
人
々
を
連
れ
去
る
こ
と
。

三
、
子
孫
に
ま
で
至
る
官
職
か
ら
の
追
放
と
財
産
没
収

　
　
首
長
や
高
官
が
州
内
の
勅
令
の
違
反
者
を
罰
し
な
い
場
合
。

四
、
財
産
没
収
か
つ
強
制
労
働

　
　
高
官
、
王
の
知
己
、
供
物
分
配
管
理
官
が
神
官
た
ち
と
農
奴
た

ち
を
連
れ
去
っ
た
場
合
。

五
、
大
法
廷
へ
の
連
行
か
つ
強
制
労
働

　
　
州
内
の
労
役
の
た
め
に
神
官
た
ち
と
農
奴
た
ち
を
連
れ
去
っ
た

場
合
。

六
、
財
産
没
収
か
つ
霊
た
ち
に
も
生
者
た
ち
に
も
加
わ
る
こ
と
の
禁

止
　
　
イ
デ
ィ
個
人
の
記
念
碑
や
彫
像
な
ど
を
傷
つ
け
た
場
合
。

七
、
霊
た
ち
に
加
わ
る
こ
と
の
禁
止

　
　
イ
デ
ィ
個
人
の
葬
祭
領
と
供
物
を
減
ら
し
た
り
、
損
な
っ
た
り

し
た
場
合
。

　
古
王
国
の
刑
罰
に
は
新
王
国
の
勅
令
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
身
体
の
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一
部
切
断
、
国
境
付
近
の
要
塞
へ
の
追
放
、
棒
叩
き
、
賠
償
の
支
払

い
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
と
土
地
台

帳
に
載
っ
て
い
る
都
市
）で
神
官
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
の
禁
止
や
、

子
孫
に
ま
で
至
る
官
職
か
ら
の
追
放
が
あ
る
。
軽
い
罪
に
は
呪
い
が

適
用
さ
れ
る
。
死
刑
は
暗
示
さ
れ
る
の
み
で
、
具
体
的
な
方
法
は
記

さ
れ
な
い
。

結
　
論

　
さ
て
、
今
ま
で
考
察
し
て
き
た
七
つ
の
勅
令
か
ら
次
の
よ
う
な
傾

向
に
気
づ
き
う
る
。

　
第
一
に
、
裁
判
官
と
な
り
う
る
高
官
た
ち
の
不
正
は
死
罪
と
最
も

重
く
、
職
務
怠
慢
に
よ
っ
て
裁
判
を
行
わ
な
い
場
合
大
変
重
い
罪

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

　
第
二
に
、
神
殿
あ
る
い
は
葬
祭
神
殿
に
所
属
す
る
人
々
を
連
れ

去
っ
た
場
合
に
対
す
る
刑
罰
は
、
新
王
国
に
は
体
罰
が
適
用
さ
れ
る

の
に
対
し
、古
王
国
に
は
社
会
的
制
裁
が
適
用
さ
れ
、よ
り
重
罪
だ
っ

た
と
い
う
こ
と
。

　
第
三
に
、
古
王
国
に
は
神
殿
の
家
畜
や
神
殿
領
の
境
界
に
対
す
る

違
反
は
ま
っ
た
く
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
新
王
国
に
は
神
殿
あ

る
い
は
葬
祭
神
殿
に
所
属
す
る
人
々
を
連
れ
去
っ
た
場
合
よ
り
も
は

る
か
に
重
い
罪
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
。

　
第
四
に
、
刑
罰
に
呪
い
が
適
用
さ
れ
て
い
る
罪
は
比
較
的
軽
い
と

い
う
こ
と
。

　
第
五
に
、
同
じ
罪
を
犯
し
て
も
、
地
位
の
高
い
人
ほ
ど
重
い
罪
を

適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

　
第
六
に
、
国
境
付
近
の
要
塞
へ
の
追
放
は
政
治
犯
に
対
す
る
刑
罰

の
よ
う
な
印
象
が
あ
る
が
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
下
級
官
吏
た
ち
の

不
正
に
適
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
新
王
国
に
は
賠
償
責
任
の
概
念
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

高
官
や
官
吏
た
ち
が
神
殿
財
産
や
神
殿
に
所
属
す
る
人
々
の
財
産
を

奪
っ
た
り
、
神
殿
に
所
属
す
る
人
々
が
支
払
お
う
と
し
て
い
る
租
税

や
労
働
の
成
果
を
奪
っ
た
り
す
る
事
例
が
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
損
害
費
用
を
算
出
し
て
、
償
わ
せ
る
と
い
う
方
法
を

取
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
背
景
に
は
お
そ
ら
く
エ
ジ
プ
ト
経
済
の
発

展
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
筆
者
は
保
護
勅
令
の
考
察
を
通
じ
て
上
記
の
点
に
気
づ
く
こ
と
が

出
来
た
。
他
の
法
史
料
も
考
察
し
て
み
れ
ば
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の

罪
の
重
さ
に
対
す
る
意
識
に
も
っ
と
多
く
の
発
見
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
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註（
1
）
創
造
神
が
世
界
を
創
造
す
る
時
に
自
然
に
生
じ
た
秩
序
。

（
2
）R

aym
ond, O

. F
aulkner, The E

gyptian B
ook of the D

ead, 
San F

rancisco, 1994, plate 31. 

大
英
博
物
館
所
蔵
（B

M
 E
A
 

10470/5
）.
　
パ
ピ
ル
ス
の
年
代
は
紀
元
前
一
二
五
〇
年
頃
（
第
十
九

王
朝
）
で
あ
る
。
ア
ニ
は
あ
ら
ゆ
る
神
々
の
聖
供
物
の
た
め
の
書
記

で
あ
る
。

（
3
）ax

と
音
訳
さ
れ
る
。
適
切
な
埋
葬
を
受
け
た
者
だ
け
が
死
後
復
活
し

て
霊
と
な
り
、
永
遠
に
生
き
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　 

な
お
、
本
稿
で
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
の
音
訳
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

入
力
用
の
音
訳
シ
ス
テ
ム
を
使
用
。
本
来
の
音
訳
記
号
と
の
対
照
表

は
、Jam

es P
. A
llen, M

iddle Egyptian : An Introduction to the 

Language and C
ulture of H

ieroglyphs, 2
nd ed., C

am
bridge, 2010, 

p. 15

を
参
照
せ
よ
。

（
4
）R

. B
. P
arkinson, The Tale of the Eloquent Peasant, O

xford, 
1991. 

残
存
す
る
四
つ
の
パ
ピ
ル
ス
の
年
代
は
第
十
二
王
朝
末
か
第
十

三
王
朝
初
め
（
紀
元
前
一
八
〇
〇
―
一
七
五
〇
年
頃
）
で
あ
る
。
物

語
は
紀
元
前
二
一
〇
〇
年
頃
（
ヘ
ラ
ク
レ
オ
ポ
リ
ス
王
朝
）
の
出
来

事
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
杉
勇
他
訳
『
筑
摩
世
界
文
学
大
系
1

　
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
集
』
筑
摩

書
房
、
昭
和
五
十
三
年
、
四
四
九
頁
。

（
6
）W
olfgang H

elck, H
istorisch-biographische Texte der 2. Zwischenzeit 

und N
eue Texte der 18. D

ynastie, 2. A
ufl ., W

iesbaden, 1983, pp. 
73-74.

　
碑
文
は
コ
プ
ト
ス
の
ミ
ン
神
と
イ
シ
ス
女
神
の
大
神
殿
の
セ

ン
ウ
セ
レ
ト
一
世
の
東
の
入
口
の
南
側
に
彫
ら
れ
て
い
た
。
カ
イ
ロ

博
物
館
所
蔵
（JE

30770

）。

（
7
）K
. A
. K
itchen, R

am
esside Inscriptions : H

istorical and 

Biographical, vol. 1, O
xford, 1975, pp.45-58.

　
以
下K

RI I

と
略
す
。

石
碑
の
写
し
はF

. L
l. G
riffi  th, 

“The A
bydos D

ecree of Seti 
I at N

auri

” in Journal of Egyptian Archaeology, vol. 13, 1927, 
pp. 193-208 with plates 37-43

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
に

よ
る
日
本
語
訳
は
筆
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
古
代
エ
ジ
プ
ト
史
料
館
」

（http://www.geocities.jp/km
t_yoko/

）
に
お
い
て
「
セ
テ
ィ
一
世

葬
祭
神
殿
保
護
勅
令
」（
二
〇
〇
九
年
八
月
十
七
日
か
ら
二
〇
一
〇
年

五
月
二
十
九
日
ま
で
公
開
講
読
）
と
し
て
公
開
中
。

（
8
）K

. A
. K
itchen, R

am
esside Inscriptions : Translated and 

Annotated : N
otes and C

om
m

ents, vol. 1, O
xford, 1993, pp. 51-

52, § 94.

　
こ
れ
はK

RI

の
注
釈
書
で
あ
る
。

（
9
）W

olfgang B
oochs, 

“Strafen

” in Lexikon der Ägyptologie, B
d. 6, 

W
iesbaden, 1986, 68-72.

　
以
下LÄ

と
略
す
。

　
　
　 

溺
れ
死
の
刑
は
川
、
井
戸
、
運
河
な
ど
の
水
底
に
犯
罪
者
を
沈
め

て
溺
れ
死
に
さ
せ
る
刑
で
あ
る
。
犯
罪
者
が
高
貴
な
身
分
の
場
合
の

み
、
自
殺
が
認
め
ら
れ
る
。
絞
首
刑
や
斬
首
刑
は
な
い
。
宗
教
テ
ク

ス
ト
で
の
み
火
あ
ぶ
り
の
刑
が
知
ら
れ
て
い
る
。
斬
首
は
戦
争
捕
虜

に
対
し
て
行
わ
れ
、
犯
罪
者
に
対
し
て
は
行
わ
れ
な
い
。

（
10
）K

RI I, pp. 55-56. 

石
碑
の
七
十
四
―
八
十
行
目
。

（
11
）K

RI I, p. 57. 

石
碑
の
百
三
―
百
九
行
目
。

（
12
）K

RI I, p. 54. 

石
碑
の
五
十
―
五
十
二
行
目
。
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（
13
）W

olfgang H
elck, 

“Bauer

” in LÄ, B
d. 1, W

iesbaden, 1975, 637.
（
14
）W

olfgang H
elck, 

“Hörigkeitsverhältnis

” in LÄ, B
d. 2, 

W
iesbaden, 1977, 1235-6.

　
　
　 
農
奴
は
古
王
国
に
はm

rt

と
呼
ば
れ
た
。
彼
ら
は
神
殿
、
個
人
に

割
り
当
て
ら
れ
、
畑
を
耕
し
、
行
政
の
命
令
で
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。

彼
ら
は
葬
祭
領
の
生
産
施
設
（pr-Sna

）
で
も
働
い
た
。
主
に
農
作

業
に
従
事
し
た
が
、
王
の
命
令
で
建
設
作
業
、
兵
役
、
採
石
に
も
徴

集
さ
れ
た
。

　
　
　 

官
吏
の
農
奴
はnD

t

と
も
呼
ば
れ
、
中
王
国
に
は
世
帯
の
構
成
員

と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
国
の
命
令
で

奪
い
去
ら
れ
、
他
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
国
の
同
意

が
あ
れ
ば
、
例
え
ば
息
子
が
父
親
と
同
じ
官
職
に
就
任
し
た
時
に
、

農
奴
を
息
子
に
遺
贈
す
る
こ
と
も
出
来
た
。
ま
た
官
吏
の
農
奴
は
労

働
奉
仕
に
徴
発
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
　
　 

古
代
ロ
ー
マ
の
奴
隷
に
似
て
い
る
の
はH

m
w

で
、
外
国
人
や
犯
罪

者
と
そ
の
子
孫
か
ら
補
充
さ
れ
た
。
　

　
　
　 

新
王
国
に
はm

rt

は
神
殿
や
国
の
経
済
施
設
に
割
り
当
て
ら
れ
た

戦
争
捕
虜
だ
け
を
指
し
た
。H

m
w

は
官
吏
に
割
り
当
て
ら
れ
、
彼
ら

の
主
人
に
売
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
15
）K

RI I, p. 55. 

石
碑
の
七
十
一
―
七
十
四
行
目
。

（
16
）K

RI I, p. 58. 

石
碑
の
百
十
四
―
百
二
十
行
目
。

（
17
）K

RI I, p. 55. 

石
碑
の
六
十
六
―
七
十
一
行
目
。

（
18
）D
avid A

. W
arburton, State and Econom

y in Ancient Egypt ; 

Fiscal Vocabulary of the N
ew

 K
ingdom

, F
ribourg

（Switzerland

）, 

1997, pp. 237-257.

（
19
）K

RI I, p. 53. 

石
碑
の
四
十
七
―
五
十
行
目
。

（
20
）K
RI I, pp. 52-53. 

石
碑
の
四
十
二
―
四
十
七
行
目
。

（
21
）K

RI I, p. 54. 

石
碑
の
五
十
三
―
五
十
五
行
目
。

（
22
）K

RI I, pp. 56-57. 

石
碑
の
八
十
九
―
九
十
三
行
目
。

（
23
）Jaroslav 

erný, 

“Restitution of, and P
enalty A

ttaching to, 
Stolen P

roperty in R
am
esside T

im
es

”,  in Journal of Egyptian 
Archaeology, vol.23

（1937

）, pp. 186-189.

（
24
）K

RI I, p. 57. 

石
碑
の
九
十
四
―
九
十
七
行
目
。

（
25
）K

RI I, p. 54. 

石
碑
の
五
十
二
―
五
十
三
行
目
。

（
26
）K

RI I, p. 56. 

石
碑
の
八
十
―
八
十
二
行
目
。

（
27
）K

RI I, p. 57. 

石
碑
の
九
十
七
―
百
三
行
目
。

（
28
）K

RI I, p. 58. 

石
碑
の
百
九
―
百
十
四
行
目
。

（
29
）
西
村
洋
子
著
「
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
墓
地
管
理
は
ど
の
よ
う
で

あ
っ
た
か
？
」（『
奈
良
史
学
』
第
二
十
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）
所
収
。

筆
者
は
墓
壁
に
彫
ら
れ
た
呪
い
の
定
式
文
が
法
的
効
果
を
持
つ
背
景

と
な
る
法
制
度
を
考
察
し
た
。

（
30
）W

olfgang H
elck, U

rkunden des Ä
gyptischen A

ltertum
s, IV. 

Abteilung, U
rkunden der 18. D

ynastie, B
erlin, 1958, N

eudruck 
1984, pp. 2140-2162.

　
以
下U

rk. IV

と
略
す
。
石
碑
の
写
し
と
写

真
はJean-M

arie K
ruchten, Le D

écret d’H
orem

heb; Traduction, 

com
m

entaire épigraphique, philologique et institutionnel, 
B
ruxelles, 1981

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下K

ruchten, Le 
D

écret d’H
orem

heb

と
略
す
。
筆
者
に
よ
る
日
本
語
訳
は
筆
者
の
ウ
ェ
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ブ
サ
イ
ト
「
古
代
エ
ジ
プ
ト
史
料
館
」（http://www.geocities.jp/

km
t_yoko/

）
に
お
い
て
「
ホ
ル
エ
ム
ヘ
ブ
王
の
勅
令
」（
二
〇
〇
八

年
四
月
十
七
日
か
ら
二
〇
〇
九
年
五
月
十
五
日
ま
で
公
開
講
読
）
と

し
て
公
開
中
。

（
31
）U

rk. IV
, pp. 2143-2144. 

石
碑

の
十
三
―
十
六
行
目
。

（
32
）U

rk. IV
, pp. 2144-2146. 

石
碑

の
十
六
―
二
十
一
行
目
。

（
33
）U

rk. IV
, pp. 2146-2147. 

石
碑

の
二
十
一
―
二
十
三
行
目
。

（
34
）K

ruchten, Le D
écret d’H

orem
heb, 

pp. 57-61.

（
35
）U

rk. IV
, pp. 2147-2149. 

石
碑

の
二
十
三
―
二
十
七
行
目
。

（
36
）U

rk. IV
, pp. 2149-2151. 

石
碑

の
二
十
七
―
三
十
一
行
目
。

（
37
）U

rk. IV
, pp. 2151-2152. 

石
碑

の
三
十
一
―
三
十
四
行
目
。

（
38
）U

rk. IV
, pp. 2152-2154. 

石
碑

の
三
十
四
―
三
十
六
行
目
。

（
39
）K

ruchten, Le D
écret d’H

orem
heb, 

pp. 131-138.

（
40
）
サ
ッ
カ
ー
ラ
の
第
五
王
朝
テ
プ
エ

ム
ア
ン
フ
の
墓
壁
画
（
カ
イ
ロ
博

物
館
所
蔵
の
レ
リ
ー
フ
、C

G
1556

）。
同
じ
く
サ
ッ
カ
ー
ラ
の
第
五

王
朝
ニ
ア
ン
フ
ク
ヌ
ム
と
ク
ヌ
ム
ヘ
テ
プ
の
墓
の
第
一
室
北
壁
東
側

に
も
同
様
な
場
面
が
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
サ
ル
に
は
ヒ
ヒ
も
含

ま
れ
る
。
テ
プ
エ
ム
ア
ン
フ
の
例
で
は
ヒ
ヒ
で
あ
る
が
、
ニ
ア
ン
フ

ク
ヌ
ム
と
ク
ヌ
ム
ヘ
テ
プ
の
例
で
は
サ
ル
で
あ
る
。
上
の
図
の
出
典

は
近
藤
二
郎
著
『
も
の
の
始
ま
り
50
話
』（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
二
〇

四
、
一
九
九
二
年
）、
一
九
九
頁
で
あ
る
。

（
41
）U

rk. IV
, p. 2156. 

石
碑
の
左
側
面
の
五
行
目
。

（
42
）U

rk. IV
, p. 2157. 

石
碑
の
左
側
面
の
六
行
目
。

（
43
）H

ans G
oedicke, K

önigliche D
okum

ente aus dem
 Alten Reich, 

W
iesbaden, 1967.

　
以
下 G

oedicke, K
önigliche D

okum
ente

と

略
す
。

（
44
）
第
一
王
朝
か
ら
ア
ビ
ュ
ド
ス
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
ジ
ャ
ッ
カ
ル
神
。
オ

シ
リ
ス
神
の
信
仰
が
優
勢
に
な
る
と
、
両
者
の
融
合
が
起
こ
り
、
中

王
国
に
は
ヘ
ン
テ
ィ
・
ア
メ
ン
テ
ィ
ウ
神
は
オ
シ
リ
ス
神
と
し
て
信

仰
さ
れ
る
。
同
じ
く
ジ
ャ
ッ
カ
ル
神
で
あ
る
ア
ヌ
ビ
ス
神
や
ア
シ
ュ
ー

ト
の
ウ
プ
ワ
ウ
ト
神
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
た
。

（
45
）
先
王
朝
時
代
か
ら
エ
ジ
プ
ト
史
を
通
じ
て
エ
ジ
プ
ト
各
地
で
信
仰
さ

れ
た
、
男
性
の
生
殖
能
力
を
神
格
化
し
た
豊
穣
神
。
東
部
砂
漠
の
守

護
神
で
も
あ
り
、
東
部
砂
漠
に
至
る
ワ
ー
デ
ィ
ー
・
ハ
ン
マ
ー
マ
ー

ト
の
入
口
に
あ
る
コ
プ
ト
ス
に
は
第
六
王
朝
以
来
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー

マ
時
代
ま
で
ミ
ン
神
の
神
殿
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

（
46
）
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
（B

oston M
F
A
 03.1896

）. G
oedicke, 

K
önigliche D

okum
ente, pp. 22-36.

　
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
・
テ
ク
ス
ト
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に
つ
い
て
は
、Kurt Sethe, U

rkunden des Ägyptischen Altertum
s, I. 

Abteilung, U
rkunden des Alten Reiches, L

eipzig, 1933, pp. 170-
172

を
参
照
せ
よ
。
以
下U

rk. I

と
略
す
。

（
47
）rx-nswt
と
音
訳
さ
れ
る
。
宮
中
に
参
内
で
き
る
位
階
称
号
で
あ
る
。

（
48
）
カ
イ
ロ
博
物
館
所
蔵
（JE

41893

）。 G
oedicke, K

önigliche 

D
okum

ente, pp. 87-116. U
rk. I, pp. 280-283.

（
49
）
カ
イ
ロ
博
物
館
所
蔵
（JE

41491

）。 G
oedicke, K

önigliche 

D
okum

ente, pp. 117-127. U
rk. I, pp. 284-288.

（
50
）「
生
命
の
家
」
は
医
学
パ
ピ
ル
ス
や
数
学
パ
ピ
ル
ス
、
宗
教
テ
ク
ス

ト
、
文
学
作
品
な
ど
を
作
成
し
、
書
き
写
し
、
保
存
す
る
学
問
所
で

あ
る
が
、
ゲ
ー
デ
ィ
ッ
ケ
氏
は
こ
の
個
所
に
登
場
す
る
「
生
命
の
家
」

が
学
問
所
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
疑
問
視
す
る
。M

anfred 
W
eber, 

“Lebenshaus I

” in LÄ, B
d. 3, W

iesbaden, 1980, 954-
958. G

oedicke, K
önigliche D

okum
ente, p. 122 n.14 and p. 127.

（
51
）
東
部
砂
漠
に
は
金
鉱
山
と
銅
鉱
山
が
あ
り
、
コ
プ
ト
ス
は
採
掘
隊
の

出
発
地
だ
っ
た
の
で
、
テ
ク
ス
ト
に
は
「
採
掘
」
を
意
味
す
る
単
語

は
な
い
が
、
そ
れ
を
補
っ
て
訳
し
て
み
た
。

（
52
）sxw-H

r

と
音
訳
さ
れ
る
。
王
の
命
令
を
記
録
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

大
法
廷
（H

wt-wrt

）
と
同
様
に
法
廷
の
機
能
も
持
つ
。

（
53
）
四
つ
の
断
片
か
ら
な
り
、
そ
の
う
ち
二
つ
は
カ
イ
ロ
博
物
館
所

蔵
（JE
43052

）、
一
つ
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
（M

M
A
 

14.7.10

）、
残
り
の
一
つ
は
ル
ク
ソ
ー
ル
の
古
物
商
が
所
有
し
て
い

る
。G

oedicke, K
önigliche D

okum
ente, pp. 137-147. U

rk. I, pp. 
289-292.

（
54
）xwt m

kt

「
保
護
す
る
」
が
最
初
に
使
用
さ
れ
た
勅
令
。

（
55
）
ゲ
ー
デ
ィ
ッ
ケ
氏
は
コ
プ
ト
ス
勅
令
Ｄ
が
発
布
さ
れ
た
年
を
コ
プ
ト

ス
勅
令
Ｃ
が
発
布
さ
れ
た
年
と
ほ
ぼ
同
じ
、
す
な
わ
ち
ペ
ピ
二
世
の

二
十
二
回
目
の
頭
数
調
査
の
年（
治
世
四
十
三
年
）と
推
測
し
て
い
る
。

（
56
）
カ
イ
ロ
博
物
館
所
蔵
（JE

41894

）。 G
oedicke, K

önigliche 

D
okum

ente, pp. 214-225. U
rk. I, pp. 304-306.

（
57
）
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
王
は
ホ
ル
ス
神
の
化
身
な
の
で
、
ホ
ル
ス
神
と
し

て
の
名
前
を
持
つ
。
ホ
ル
ス
神
と
は
ハ
ヤ
ブ
サ
の
姿
を
し
た
天
空
の

神
で
あ
る
。
デ
メ
ジ
イ
ブ
タ
ー
ウ
ィ
と
い
う
ホ
ル
ス
名
を
持
つ
王
は

第
八
王
朝
に
属
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
58
）
新
王
国
の
冥
界
の
書
や
門
の
書
か
ら
推
測
す
る
と
、
火
あ
ぶ
り
の
刑

に
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

（
59
）
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
都
市
の
住
民
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
名
誉
あ
る

人
々
。




